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 （ 開会 午前１０時００分 ） 

 

◆開会 

●委員長（高原邦子） 

  皆さん、おはようございます。本日の出席委員は全員であります。 

それでは、ただいまから決算特別委員会を開会いたします。 

本委員会の会議録の署名は委員会条例第３０条の規定により、委員長がこれを行いま

す。 

当委員会に付託されました案件は配付のとおりであります。 

発言はこれまで同様、一問一答制とし、質問は要領よく、簡潔に行われますようお願

いいたします。質疑は決算の該当ページを示し、簡潔にお願いいたします。 

  それでは付託案件の審査を行います。 

   

◆認定第１号 令和元年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の認定について 

【商工観光部所管】 

●委員長（高原邦子） 

  認定第１号、令和元年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の認定について、商工観光部所

管を議題といたします。 

説明を求めます。 

□商工観光部長（清水貢） 

  最初に事項別明細書で政策事業経費での収入及び金額の大きい歳入を説明させていた

だきます。 

８３ページをお願いします。ＰＤＦでは２１ページです。 

８３ページの中ほど、商工費国庫補助金の訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事

業費補助金は平成３０年度からの繰越事業で飛騨古川まつり会館のトイレ改修に関わる

ものでございます。 

その下、プレミアム付商品券事業補助金については、昨年１０月の消費税増税に伴う

低所得者子育て世帯対象に商品券発行事業を行ったものでございます。 

飛びまして９１ページ、ＰＤＦ２９ページです。 

再下段の商工費県補助金は全部で３件ありまして、次の９２ページ、清流の国ぎふ推

進補助金が商工課で３事業、観光課で３事業、その下、観光課の映像作品制作支援・活

用体制強化事業費補助金と清流の国ぎふ観光回廊づくり推進事業費補助金は３事業に対

してのものでございます。 

飛びまして１００ページ、ＰＤＦでは３８ページです。 

中ほどの貸付金元利収入の００１から００４の４件につきましては、貸付金で金融機

関に預託した同額を回収したものでございます。 
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飛びまして１０５ページ、ＰＤＦ４３ページです。 

下ほど、商工費雑収入のうち金額の大きなものでは、次のページ、１０６ページの２

行目の小口融資信用保証料過払返還金が２４件分、３行目の建物災害共済金は、観光課

で山之村キャンプ場コテージ台風被害によるもの、その下、スポーツ振興くじ助成金Ｔ

ＯＴＯにつきましては、飛騨かわいスキー場のリフト滑車軸修繕等が大きなものでござ

います。 

以上で歳入の説明を終わります。 

続きまして、歳出につきましては、主要成果の説明書のほうで説明をさせていただき

ます。主要成果説明書の１７５ページ、ＰＤＦでは１７９ページから説明いたしますけ

れども、事業が大変多ございますので項目を絞って説明をさせていただきます。 

最初に商工課所管でございます。 

１７６ページ、ＰＤＦ１８０ページの最下段、３外国人技能実習生等雇用支援事業に

つきましては、現在市内１７事業所に６９名の外国人材が働いておられます。国籍につ

きましては、ベトナム・タイ・インドネシア・台湾の方々でございます。従来につきま

しては、木工など製造業中心でございましたが、建設・電気・介護・喫茶店・旅館等の

サービス事業所にも雇用されております。 

なお、昨年度につきましては、古川町杉崎に新たに管理団体の研修所が設置されまし

たが、現在コロナの関係で外国往来ができず、新たな研修生は在所しておられません。 

１７８ページの４ネットショップ運営人材育成事業では、事業者みずからの手をあげ

てもらう仕組みによって１２事業者によってセミナー研修、個別相談会を開催いたしま

した。また楽天に新規出店する２事業者に対し、支援を行いました。コロナでの店頭販

売が落ち込んでおり、ネット出店する事業者が増えてきているため、引き続き支援を継

続してまいります。 

１７９ページ、ＰＤＦ１８３ページの６飛騨市特産品認定制度設置事業では、飛騨産

「いのちの壱」の米のほかに２品目を認定し、計２３の推奨特産品ができました。認定

することに終わらず、認知度向上と販路拡大につなげるよう支援をしてまいります。 

次ページ、８景気動向調査につきましては、３３８事業所を定点観測いたしまして、

正確な飛騨市の景況感を把握して実態を踏まえた商工施策につなげるよう努めておりま

す。３月から始まりましたコロナ影響につきましては、昨年度下半期調査で出始めてお

り、５月にまとめて公表いたしました。さらに深刻になっております今年度上半期調査

を現在進めているところでございます。 

続いて、９の各種補助金の交付状況では、飛騨そば祭り補助金から次ページ最下段の

商工業活性化包括支援事業補助金まで就職者支援、雇用者支援、特産振興支援、郷土産

業技術支援などメニューも多様化しております。先の補正予算の折にも説明いたしまし

たが、包括支援補助でコロナ対策を行っておりまして、今後も事業者が使いやすいよう

に都度、要項改正をしながら対応してまいります。 
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飛びまして１８３ページ、ＰＤＦ１８７ページの１２各種資金融資利子補給等の状況

につきましては、各行右端の補給件数のとおり、たくさんの利用がございます。 

続いて、１８４ページの４行目にも記載しておりますが、本年度は暖冬対策、コロナ

対策で大幅増となっております。利子補給につきましては、継続をするため、新年度予

算につきましても大幅に膨らむものと考えております。事業者支援のために金融機関と

も連携して、申請があれば速やかに対応してまいります。 

１４モノづくり事業者育成事業につきましては、１９事業者の参加があり、個別面談

と商品力向上のアドバイスのあと、東京における実証販売を開催いたしました。今年度

で３年度目に入ります。１期生、２期生は引き続き、「気づき」から新商品開発つなげ

て「飛騨もの」ブランドを増やす取り組みを続けております。 

１８５ページ、１５飛騨市ビジネスサポートセンターの開設では、先に議員の皆様方

には管内視察で伊藤所長の説明をお聞きいただきましたけれども、コロナ影響で多くの

事業者が資金繰りの影響を受けており、過度の借り入れにならないように真に必要な融

資を実施してもらうようにアドバイスを受けております。今後も商工会、商工会議所と

も連携したセンター運営を行ってまいります。 

以上で商工課所管を終わります。 

次に観光課所管です。１８８ページ、ＰＤＦ１９２ページの１観光誘客宣伝事業につ

きましては、４つの事業メニューに分かれておりますけれども、観光課業務の本丸と位

置づけております。情報通信認知向上では広告ＰＲは真に必要な出稿にとどめた分、イ

ベント告知等は新聞媒体を使い、即効性のある誘客に努めました。 

また、ＰＲ活動では、当初の話題づくりの観点からリリース配信を行い、パブリシテ

ィー獲得がテレビ、雑誌、新聞、Ｗｅｂ、ＳＮＳと実に２１０件に及び、効果的なＰＲ

を展開できました。セールス・プロモーションでは、旅行エージェントの商談実施、関

係構築を図り商品造成につなげております。外国人旅行者開拓では、３か国で行ったプ

ロモーションに対し支援を行いました。今後、インバウンドは数年戻らない状況だけに、

新たな事業構築を考えてまいります。 

１９０ページ、２ロケツーリズム推進事業は、首都圏から遠隔地にある飛騨市でもロ

ケ地として優位に立てるよう、映像制作者等との関係構築を目的にロケハンツアーや専

門誌の広告掲載を打ちました。昨年は岐阜県内１６自治体でロケツーリズム協議会を設

備し、セミナーや県外先進地視察を行いました。 

飛びまして、１９２ページ、ＰＤＦ１９６ページ、５コンベンション推進事業では、

スポーツ大会参加団体、合宿団体と４４件、７，２８０人分の実績を残しました。今後

も音楽団体や大学ゼミ誘致を強化するべく、安心の宿を全面に出して比較的距離が近い

東海北陸圏でのＰＲの強化に努めてまいります。 

次、１９３ページの６飛騨市観光協会補助金・交付金につきましては、表に記載のと

おりです。自主財源獲得に向け、収益事業などを協議して進めてまいります。 
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また、ことしから飛騨古川まつり会館の指定管理を受託されましたので、会館やまつ

り広場を活用した企画事業を展開するよう、市と連携指導を行ってまいります。 

次に１９５ページ、９飛騨古川まつり会館展示装飾リニューアル事業ですが、古川祭

を通じて古川の人々の魅力を感じることができる施設としてリニューアルを行いました。

コロナの関係で２カ月ほど開館が遅れましたけれども、２市１村おめざめキャンペーン

では一環で無料開放を行いました。リニューアルによる集客効果を一時的に終わらせな

いよう定期的な企画展を開催してまいります。 

次に１２シェアリング・エコノミー推進事業は、宮川町杉原地区の民家で民泊免許取

得と着地型体験ツアーの開催、山之村では、だいこんマラソンイベント民泊を行いまし

た。シェアリング・エコノミーのスキームは確立されましたので、参加者に好評な地域

の女性ならではきめ細やかなおもてなしを全面に出して、受け入れの拡大を図ってまい

ります。 

次ページ最下段、１４コンテンツブランディング事業につきましては、四季の魅力映

像制作と飛騨の収穫祭ナイトマルシェを開催し、新たなブランディングとして構築して

まいります。課題に記しておりますように、消費者が飛騨市の素材をブランドとして認

識するまでには時間が必要ですので、地道に取り組んでまいります。 

飛びまして、１９９ぺージ、１６観光施設の指定管理及び次ページ、１７観光施設の

維持修繕経費につきましては、数多くの老朽化した施設を抱え、毎年のことですが、突

発修繕対応など非常に頭の痛い案件でございます。今後、指定管理受託者と日ごろから

の情報共有を密にして行ってまいりたいと思っております。 

最後に２００ページ、ＰＤＦでは２０４ページ、１８災害復旧対応は、平成３０年７

月の災害復旧事業として、流葉スキー場と数河グラウンドの復旧対応を行いました。そ

れぞれのシーズン前には工事を完成させております。 

以上で観光課所管を終わり、商工観光部の説明を終わります。 

●委員長（高原邦子） 

  以上で説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇委員（野村勝憲） 

主要施策の１８１ページですけれども、そこの一番下のところで商工業活性化包括支

援事業補助金に予算としては、２，７００万円計上されているんですけども、約１割カ

ットされています。要するに、２２４万円、これで一番大きいのは何が不用額になった

んですか。 

□商工課長（大上雅人） 

これ包括予算でございまして、あらゆる補助金、ここの予算で賄っておりますので、

何がということはないんですけれども、１件、最大で１５０万円の補助金がありますの

でなかなか減額補正ができなかったということでございます。 
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〇委員（野村勝憲） 

そうしますと、もう少し具体的に、要するに中心市街地店舗拡大促進補助として１件、

１５０万円予算がついていますね。予算というか実際やられたんですけれども、具体的

には古川町なのか神岡町なのか、それから店舗、業種はどのような業種なんでしょうか。 

□商工課長（大上雅人） 

中心市街地店舗拡大補助金につきましては、地区は古川町でございます。業種は宿泊

業でございます。 

〇委員（野村勝憲） 

そうしますと当然新規だと思うけど、ゲストハウスのようなものですか。 

□商工課長（大上雅人） 

おっしゃるとおりでございます。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

〇委員（住田清美） 

  説明書の１９０ページのロケツーリズムの関係でお尋ねしたいと思います。アニメ「君

の名は。」の大ヒットから随分経っておりますし、ことしはコロナの影響もあってなか

なかロケの誘致も思うように進んでいないのではないかと思うんですが、昨年度先進地

視察等また研修会等されておられますけれど、ここから見えてきた課題とか参考になる

事例について今年度の政策に反映されているのでしょうか。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

ただいまお尋ねのロケツーリズム推進事業の中の昨年度のセミナー及び先進地視察に

ついては、岐阜ロケツーリズム協議会の事業として実施させていただいております。先

進地の視察先は千曲市ということで、昨今千曲市においては、かなりロケの誘致の件数

も増えておりまして、官民一体となった受け入れ組織をしておりましたので、そちらを

拝見させていただきながらどのような受け入れ体制を築いていらっしゃるのかというこ

とを勉強させていただきました。その点について飛騨市においては、まだまだしっかり

構築できていないということも実感しておりますので、ロケを受け入れる中で官民一体

となった組織にしていきたいなということを思っております。またセミナーにつきまし

ては、各自治体、岐阜ロケツーリズム協議会１６自治体がおのおの権利処理の手法につ

いて学ばせていただいて、ロケが来たときに活用できるように行っております。 

〇委員（住田清美） 

ことしはコロナの影響で観光客さんも少ないんですけれど、今でもまだ聖地巡礼とい

ったかたちのお客様は継続していらしてますでしょうか。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

アニメにおける聖地巡礼者につきましては、コロナ禍でも個人のお客様というかたち

でかなり入っていただけているように思っております。そちらの把握についてはツイッ
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ター等で情報発信をする中で、またこちらのほうの情報発信をお客様のほうからの情報

発信をしていただいているところで把握をしているところでございます。また補足でご

ざいますが、ロケ誘致の部分についてもコロナ禍ではありますが、積極的に誘致をして

いるところでございます。 

〇委員（住田清美） 

今多分映画とかドラマとかの撮影もいろいろストップしたり、新たなものが出てこな

い現状の中でなかなか誘致、難しいとは思うんですけれど、お互いに行ったり来たりも

なかなかできないコロナ禍の中で、やっぱりＷＥＢとかＳＮＳとかそんなようなもので

やっていらっしゃるのでしょうか。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

当然コロナ禍で蔓延しているときについては、東京からの往来も避けていただいてい

たところではございますが、オンラインでのロケ地のＰＲですとか、あとは現状ロケの

製作者の方々もコロナのガイドラインというものがフィルムコミッションの中でも設立

されておりますので、そちらに沿ったかたちでコロナ対策をしていただきながら、ロケ

ハンツアーなども実施させていただいているところでございます。 

〇委員（澤史朗） 

  関連ですけれども、先ほどの先進地への視察というお話ですけれども、これってメン

バーというのはどういう方で視察をされたでしょうか。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

こちらの先進地視察につきましては、岐阜ロケツーリズム協議会県内の１６自治体の

ロケ受け入れの担当者、主に観光課もしくは企画課の職員になっております。 

〇委員（澤史朗） 

ということは、市役所職員ということですね。先ほどの話の中でいわゆる千曲市、官

民一体となっての受け入れ体制を構築されているということで今だと官だけの視察です

よね。もうちょっと民を含めてという視察というのは、昨年予定なかったんでしょうか。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

ただいまご質問の件ですが、あくまでも協議会自体が自治体の組織として設立してお

りますので、まずは第１回目ということで担当者レベルでの視察とさせていただきまし

た。ただ今後につきましては、協議会の活動の中でセミナー等を実施する際には民間の

方も含めて参加可能というかたちで取り組んでまいりたいと思っております。 

〇委員（野村勝憲） 

  ロケツーリズムの関連ですけども、ここ３月１５日から８月３１日約５カ月半ですね、

ＮＨＫの「さくら展」の回顧展があったということで、延べ人数２，３２０人というお

客さんが来られたんですが、実際来られた中で飛騨市以外の方はどのくらいだったんで

しょうか。 

 



 

7 

 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

ただいまご質問の点につきましては、内訳のほうはとくにとっていないため、総数の

みの把握となっております。ただ、こちらのほうにご意見メモ帳というものを置いてお

りましたら、やはり石川県ですとかかなり遠くのところからＮＨＫのファンのお客様が

来られていたということは把握しております。 

〇委員（野村勝憲） 

先ほど千曲市のほうへ視察されたということでそれはそれで、実際ロケツーリズム協

議会のメンバーでいかれたわけですけども、飛騨市はこの協議会に年間いくらのお金を

納めているんでしょうか。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

こちらにつきましては、昨年度は設立当初ということで負担金はゼロの状態でやって

おります。ことしから各自治体１０万円ということで予算をいただいております。 

〇委員（野村勝憲） 

もう１点。具体的に当然、映画製作会社等のパイプをつくっていくわけですけども、

今後、昨年１年間では、例えば「君の名は。」で飛騨市というのは非常に知名度も上が

った、ロケ地としてはいいところだという声が出ていると思いますけれども、実際ちょ

っと考えてみようとかという声はどのぐらい年間であがっているんですか。ほとんどあ

がっていない。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

飛騨市を候補地として旅行の旅先ということでよろしかったでしょうか。旅前のアン

ケートについては、こちらのほうでも把握しきれてないところなので、旅先の検討まで

は把握できてはおりませんが、実際に聖地巡礼者についても引き続き来ていただいてい

るというところと、あとは市のほうでロケ誘致の対応はさせていただかなかったんです

が、ジャニーズがお越しいただいた部分でも実際に聖地巡礼ということで今も来ていた

だいてるっていうことも現象が起きておりますので、ロケツーリズム事業としての重要

性は認識しているところです。 

〇委員（小笠原美保子） 

  今ほどのお話の中でロケツーリズム協議会には負担金はゼロ円だっておっしゃったん

ですけど、こっちの決算書のほうには１９１ページに１５万円って載っているんですけ

ど、これはちがうんですか。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

ただいまご指摘いただきました１５万円のものは、全国のロケツーリズム協議会の負

担金になっております。先ほど野村議員からのご質問については岐阜ロケツーリズム協

議会、組織が別のものとなっておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

〇委員（井端浩二） 

説明書の１８５ページ、飛騨市ビジネスサポートセンターについてお尋ねさせていた
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だきます。先ほど部長も言われましたように、産業委員会で管内視察をさせていただい

て意見交換をさせていただいたときに、地区別で言いますと、古川の事業者がほとんど

で神岡が大変少ないと。そして３０代、４０代の経営者の店が大変相談が少ないという

ことやったんですが、そのへんの理由についてはなんかどういった理由ということがわ

かりますかね。なぜかというか。 

□商工課長（大上雅人） 

古川と神岡の割合というのは、神岡にはよろず支援拠点を活用して別に開いておりま

すので、そちらの利用がかなりあります。その年代ですね、伊藤先生も言われるように

３０代、４０代の男性の経営者の相談が少ないと言われることについては、分析はでき

てはおりませんけれど、やはり人の意見を聞く柔軟な考えというのがまだ醸成されてい

ないんじゃないかなと思いますが、引き続き活用はおすすめしていきたいと思っており

ます。 

〇委員（井端浩二） 

神岡でよろず相談をやられているっていう、ちょっと僕も勉強不足であれなんですが、

よろず相談というのは誰か先生がみえてやられるのか、あるいは商工会議所で知識があ

る人に相談されるのか、どういう状態でやるのでしょうか。 

□商工課長（大上雅人） 

よろず支援拠点、国の事業でございまして、コーディネーター多数抱えております。

岐阜のほうに本部があるんですけれども、毎年担当を決めていただいて同じ方が来てい

ただいておりまして、その方に受けていただいております。 

〇委員（井端浩二） 

今のビジネスサポート、大変古川なんかでは助かったという話も聞くんですが、今年

度もいろいろコロナでちょっとあんまり影響が出ているかもしれませんが、今後このビ

ジネスサポートセンターというのは、来年以降も進めていかれる考えがあるのか、ある

いはそのもっと神岡でもよろず相談と連携しながら今後のハイパーのこともありますの

で、神岡でも開催をやってもらえたらどうかなということを思うのですが、それについ

てはいかがでしょうか。 

□商工課長（大上雅人） 

伊藤先生とも神岡のほうにもなんとか出向いて相談を受けたいというようなことも聞

いておりますし、我々もそのお手伝いをしたいと思っています。ただ、今のところ予約

がいっぱいでして、なかなか先生みずからが出向くということが難しいような状況でス

ケジュールをみながらそういったことも考えていきたいと思っております。 

〇委員（井端浩二） 

この事業は大変いいと思うんですが、今年度で終わりなのか、そのへんについてお伺

いさせていただきます。 
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□商工課長（大上雅人） 

これはずっと継続していくつもりでおります。 

〇委員（前川文博） 

すいません、流葉関係のことでお伺いします。まず、事項別明細書の収入なんですけ

ども、１０５ページ一番最下段にある２つですね、流葉関係施設管理費負担金３６万円

ほどとその下の流葉スキー場施設借上負担金６万３，０００円とありますが、これはど

こからどのようなかたちで入ってきているお金なんでしょうか。 

□観光課長（洞口廣之） 

流葉関係施設管理費負担金、これは今の契約は取り消しましたけれども、従前、緑風

観光株式会社と結んでおりました流葉の経営に関する契約書にもとづきまして、流葉の

施設の中にある流葉の施設整備のために使う車両にかかる車両保険等については、県の

共済保険で市が支払っております。そういったものについては、かかった費用の総額を

市のほうに納めてくださいという契約をしておりまして、そういったかたちで入ってく

るものでございます。借上負担金、少しちょっと後ほど回答させていただきますので、

お願いいたします。 

〇委員（前川文博） 

  その今の共済負担金ですね、今度指定管理になれば指定管理者が独自にかける方向に

変えるということで、これはいいんですか。 

□観光課長（洞口廣之） 

指定管理施設の場合は、市が有している車両については市が負担をするという、これ

は全施設統一でございますので、市の共済保険のほうから車両保険は支払うことになり

ます。指定管理者に求めるものではございません。 

〇委員（前川文博） 

その掛け金は、指定管理費の中から、それとも別個で市が出している。 

□観光課長（洞口廣之） 

これは市のほうから直接共済のほうに支払いをいたします。 

〇委員（前川文博） 

流葉関係でちょっと聞かせてもらいます。私きのう久しぶりにＭプラザ行って、改装

後入ったんですけれども、今度１０月から新しい方が今度議決されれば指定管理になる

ということなんですけれども、やっぱり前から言われている中のカラン、サーモスタッ

トが悪いとか湯の出が悪いとかって話もあったと思います。昨日びっくりしたのが、中

のロッカーが３分の１がふたが外してあって、鍵のロッカーが３分の２に減っていると

いう状態だったんですけれども、今新しい指定管理者でこの流葉を今後ここの決算書の

ほうでも今後重要な位置づけということで、移行というときに新しい管理者に渡すとき

に現状のままでいくのか、ある程度渡すときにはもうこれは直すという話があって渡す

のか、そのへんはどうなっていますか。 
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□観光課長（洞口廣之） 

実はきのう私どもの担当者２名が引き継ぎにかかる備品等のチェックでＭプラザに行

っておりました。ロッカーの件に関しましては、コロナということがあってわざと外し

て、とくに脱衣場については、密接空間であると密封空間であるということもありまし

て隣り合うところをつかっていただかないようなかたちで外してあるということでござ

います。それから今の実際問題、新しく指定管理予定者の方にも備品等がこれは市のも

のなのか、旧の緑風観光株式会社さんのものだったのかということもしっかり分けて、

協定を結ぶために備品を一緒になってきのう検査を全部を行っておりました。そういっ

た中でこれまでも例えば天井の配管からちょっと水があったものを直したりとか、浴槽

への塩素の投入装置、稼働がちょっと不具合があったものを直したりとかっていうこと

は、対応させていただいております。あまり大きなものについては、予算措置をお認め

いただかないとできませんけれども、経常的にお認めいただいている修繕料の中で対応

できるものについては、できる限り対応してそういった不具合がないかたちで新たな管

理者に渡したいというふうに考えておりますので、お願いいたします。 

〇委員（葛谷寛德） 

  主要施策の１９３ページ、１９４ページですけど、観光客動向実態調査やっていただ

いておりますけれども、昨年大体どのような傾向だったか、わかる範囲で教えていただ

ければと思います。 

□観光課長（洞口廣之） 

まず昨年の入り込みからちょっとお話をさせていただきます。観光に関する統計って

の全て年度でなくて歴年で把握しているものですから、年ということでご承知を願いた

いと思いますが、昨年中の支援の観光入込客が１２１万７，３２５人でございました。

前年比１３万８，３６９人の増、比率にして１１２．８パーセントという結果でござい

ましたけれども、この増となった要因につきましては、なんと申しましてもカミオカラ

ボの新設、これが大きかったように捉えております。１２万１，９８０人の入り込みが

ございました。それから、これの波及効果として宙ドームのほうも１万６，１７８人入

り込みが増えているという状況でございます。それから平成３０年度、豪雨災害の影響

で天生県立自然公園や釣り客の方の入り込みというのが極端に下がったことがございま

した。これの反動というようなことがありまして、釣り客並びに天生県立自然公園につ

きましても、合計で合わせて５，０００人程度増加になっております。反面、流葉温泉

Ｍプラザにつきましては、リニューアルしていた期間があったということから８，５６

２名の減、比率にして８６．３パーセントという結果でございましたけれども、こうい

ったかたちで新たなこういった資源を活用したもののＰＲ効果というのは表れてきてい

るかなというふうに思っているところでございます。 

〇委員（谷口敬信） 

説明書の２００ページです。１７観光施設の維持修繕費なんですけど、たしかに目を
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疑うような１億７，９００万円というお金がかかっておりまして、それに対してあと令

和２年度の予算計上額がおおむね３分の１の６，０００万円になっておりまして、その

次にいいことが書いてあるんですが、令和２年度おいて公共施設の用途転用・複合化の

検討を進めることとしているとなっておりますが、具体的に今年度はどのように考えて

実行されているでしょうか、お知らせください。 

△市長（都竹淳也） 

観光施設に限らず本当に施設の維持っていうのは大変になっているんですが、目的を

あるところに固定をしますと非常にその考え、検討の幅が狭まるものですから、そのこ

こに用途転用・複合化って書いてあるんですけども、１つの施設を別の使い方ができな

いか考えてみようというようなことで、今職員にチームをつくってもらって検討を進め

てもらっています。今度、中間報告を１回受けることにしています。それで例えば今回

風呂の話あるんですが、３つ、すぱーふるとゆぅわ～くはうすとまんが王国のおんり～

湯とありますが、観光施設なんですけども実際に入ってらっしゃる方ってほとんど地域

住民なので、そもそも観光施設なのかって問題もありますね。割石温泉は老人福祉施設

ですので、入る人間からするとほとんど同じ風呂で変わらないんですが、位置づけが変

わると、こっちは問題にならずに、こっちが問題になると。別の考え方にすると、そも

そも用途の考え方、発想も変わってくるんじゃないか。そんなことで今割石のほうも子

どもの遊べる施設とか高齢者の日中過ごす施設のようなかたちに転用できないかみたい

な議論しているんですけれども、同様の考えで今ある枠組みを外して考えるというよう

なことをこれでやってもらおうとこういうことでございます。実際にやるってことじゃ

ないんですが、私から最初申し上げたのは、例えばゆぅわ～くはうすという風呂があり

ますけれども、風呂だと観光施設としてどうするかという問題になるんですが、例えば、

ゆぅわ～くはうすの中に河合振興事務所があったとしたらどうするかと、そんな発想で

根本からその枠組みをぶっ壊してそれで考えてみるというなことを考えてほしいと言っ

ております。どういう答えが出てくるか楽しみに待っているということでございます。 

〇委員（谷口敬信） 

となりますと、指定管理者の代表の方とかとともに今そういったことを検討されると

いうご契約でございますか。 

△市長（都竹淳也） 

指定管理者は入ってもらっていません。むしろ、そういったどこまで柔軟な発想で考

えられるかというようなことをそこで答えを出し切るわけではないので、まず頭を柔ら

かくするという作業があって、それで方向性が見えてくれば次の指定管理のときとかに

用途を見直していくことになろうかと思います。 

〇委員（井端浩二） 

  １８４ページのモノづくり事業者育成事業ですが、参加１９事業者って書いてありま

すが、その中に広葉樹のまちづくりで木工品をつくっている業者も入っているわけです
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か。 

□商工課商工係長（中村篤志） 

モノづくり、広葉樹の事業者の方も入っておられます。 

〇委員（井端浩二） 

それで東京で実証販売をされたんですが、そのときにはその業者は行かれて、売れ行

きはどうやったのか、そのへんちょっとお聞かせください。 

□商工課商工係長（中村篤志） 

東京のほうに参加されまして非常に好評で、金額で言いますと、３０万円くらい売り

上げを得ました。そこからそれだけではなくて、そこのワークショップに参加された方

からうちにも来て同じようなやつやってくれよっていうようなことで話の広がりが出た

ということでとても喜んでおられました。 

〇委員（井端浩二） 

大変よく売れたということでありがたいことですが、きのうの話でもちょっと出たん

ですが、木工品とどのようなものを、スプーンとかおぼんとかそういうもんですけど、

単価でどのぐらいのもんですかね。 

□商工課商工係長（中村篤志） 

つくりましたのが、スツール、椅子なんですね。単価は１万２，０００円とか結構こ

のへんでやろうとしたら高いと思われる金額なんですが、それもやはり都会であります

ととても新鮮なものと、飛騨の木を使って、それを自分でこう、一から全部つくるわけ

ではないんですが、主要な部分をつくるという体験をすることを非常に感激されたとい

うふうに聞いております。 

●委員長（高原邦子） 

  ほかにございませんか。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

  説明書の１７６ページの就職ガイダンスのことなんですが、ここにＵ・Ｉ・Ｊターン

希望者の説明会をやられて、１００名、１２２名とかっていうふうにあるんですが、実

際これは飛騨地区なんで高山も入っているということなんですが、高山と飛騨市の実際

に移住された方というのは何名程度いるんでしょうか。 

□商工課商工係長（中村篤志） 

  どのくらいその成果につながったかということまでは詳しくちょっと調査してはない

んですけども、ただ参加された事業者の方からこういった機会に積極的に出ることで実

際に就職につながったそうです。とくに建設業の方だったんですけども、普段募集をし

てもなかなか入ってこられない中で、こういった対面で自社の紹介をきちんと時間をか

けてできることでとても若い方が入っていただけたということで、これからも出続ける

し、そのときに来ないかもしれないが、継続してずっとやることでそういった方をまた

つかまえたいということを言ってらっしゃいました。 
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〇委員（上ケ吹豊孝） 

参加者の中に実際そのＩ・Ｕ・Ｊターン者はいたんですか。 

□商工課商工係長（中村篤志） 

Ｕ・Ｉ・Ｊターンがそこのところにきたかということははっきりとしたことはないん

ですけれども、そこに参加されています企業さん等ではＵ・Ｉ・Ｊターンの方がいらっ

しゃって、それが結果、就職奨励金とかそういったもので私どものほうは把握させてい

ただいておるような状況です。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

そうしますと、次、１７７ページの外国人技能実習生の奨励金というところに１年以

上実習された方に１万円というのはあるんですが、最初３年間支給するということです

が、これ年１万円という理解でよろしいでしょうか。 

□商工課長（大上雅人） 

１年いらっしゃったら１万円ということです。これを３年間。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

その１年１万円というのはとても安いような気がするんですが、これは、例えば県と

か全国レベルでもこういったことをやられていると思いますが、その相場は妥当なんで

しょうか。 

□商工課長（大上雅人） 

他の自治体ではこの事業をやっていないと思います。安いとおっしゃられるかもしれ

ませんけれど、実習生たちが母国へ帰って、飛騨市ではこんなことしてくれたよと宣伝

してもらう効果ということを思っておりますので、お小遣い程度なのかもしれませんけ

れど喜ばれているというところでございます。 

△市長（都竹淳也） 

ちょっと補足します。実は飛騨市にもともと他の地域から就職をされる方への奨励金

があって、それは１回で５万円出すことになっているんですね。それと外国人技能実習

生を同じにしようじゃないかということがもともと議論だったんですが、外国人技能実

習生の場合、短期間で帰国されるということがわかっていますので、そこに一発で５万

円とか出す、それから期間が違うということを考えると、日本人のここに移住というか

あるいは帰ってこられて就職される方の奨励金ということを考えると、５万円に対して

３万円で、しかも出し方も一発じゃなくて１年終わるごとによくがんばってもらいまし

たということで市からお礼といいますか、感謝の気持ちを込めてお渡しするというほう

が気持ちが伝わるんじゃないかということでこういう仕組みになっています。今ほど大

上課長答弁したように、これをやっているところはまず例がないので、非常に珍しい仕

組みであるということでございます。 

〇委員（野村勝憲） 

  ちょっと小さなことなんで主要施策に入っておりませんが、要は私も前々から言って
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いると思うんですけれども、古川駅の要するに礼拝室、イスラムのですね、これの件で

すけども、約１年半以上になると思います。設置してね。昨年度１年間どれだけの利用

者があったんでしょうか。 

□観光課観光資源開発係長（山下譲太） 

申しわけありません。使用率についてはちょっとこちらでは把握しておりません。 

〇委員（野村勝憲） 

これ設置したときは、コロナはなかったわけですけどね。私心配するのは、今コロナ

禍でコロナの影響というのがあるわけですね。しかし、あれはクローズド、ビニールと

はいえクローズになっているわけですね。したがって、あそこに今はたしか英語でプレ

イヤー何とか書いてありますね。プレイヤールームか、それと日本語で礼拝室というこ

と書いてありますけども、コロナ対策が必要だと思うんですよ。入り口にマスクしよう

とか、あるいは消毒液を置くとか、そのへんはどのように考えていらっしゃるんですか。 

□観光課観光資源開発係長（山下譲太） 

おっしゃるとおり、今は何も対策ができていない状況ではありますので、そのあたり

これからちょっと対策をしたいと思っております。 

〇委員（野村勝憲） 

子どもさんが入ったりして飛騨市は３密対策としてデリケートにいろいろ対応してい

るということをアピールしているわけですから、そのへんはやっていただくということ

と、もう１つですね、先ほど清水部長はインバウンド、お客さんが戻ってくるのはしば

らくかかるということを言われました。私も外国人がほとんど見られませんね、今ね。

戻ってくるのは４年、５年かかると思いますよ。したがって、コロナを機にして大義名

分ができるわけですから、この際とりあえずお客さんが戻るまで、外国人が戻るまであ

れを排除したらどうでしょうか。 

□観光課観光資源開発係長（山下譲太） 

おっしゃるとおり、インバウンドは少なくとも２年、３年は戻らないとはたしかに考

えておりますので、設置の可否についてもちょっと今後検討させていただきたいと思い

ます。 

〇委員（前川文博） 

  主要の説明資料の１９４ページ、８飛騨市宿泊緊急対策事業ですが、これ全額繰越で

ことしに入ってから行われているんですけれども、これ今どれくらい、繰越なので、今、

進捗率というか使用率になっているのか。 

□観光課長（洞口廣之） 

この下に５月末日をもって廃止ということを書いていると思いますけれども、５月末

をもって新たな予約は停止したということであります。６月３０日で事業を終えており

まして、現時点で決算が出ております。３００万円予算のうち、決算額が２９５万２，

０００円、述べ６２５人泊分でございました。 
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〇委員（前川文博） 

下に５月末をもって廃止ということになっておりますが、令和２年は３，２５０万円

ですか。ということで増えて、その６月から新しいほうもスタートしておりますが、そ

ちらのほうは引き続いていってどんな感じですか。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

議会のほうでも特別委員会でも資料を示させていただいておりますが、第２弾の宿泊

補助、非常に順調で８月もかなり伸びているところでございます。予算のほうについて

は、全て宿泊で３，２５０万円をお認めいただいておりまして、現在１万３４８人泊、

３,０６９万３，０００円の実績となっております。 

〇委員（前川文博） 

予算的には大体きているということなんですが、これは９月で終わりになりますか、

もう続かない。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

こちらの安心の宿宿泊補助につきまして、一旦のところ９月末でもって終了させてい

ただく予定でございます。ただし、コロナ禍においてまだ経済対策という部分では必要

だと思っておりますので、次の弾も検討してまいりたいと思います。 

〇委員（前川文博） 

一旦終了はわかりました。今ＧｏＴｏが国であるんですけども、この飛騨市はコロナ

対策をしとる安全安心の宿ということで、この３，０００円を出すよということでやっ

ているんですが、なかなか市内の宿泊施設でＧｏＴｏの参加をしてないのか、参加基準

にいってないのか少ないと思うんですが、そのへんについてはどうですか、何か助けて

いるとかそういうことありますか。 

□観光課長（洞口廣之） 

ＧｏＴｏに関しましては、各宿泊施設事業者さんがＧｏＴｏの登録事業者として登録

をしていただく必要があります。これはネットから登録をしなければならないんですね。

なかなかネット環境がないとか、ご高齢でやってみえる家族経営のような宿泊所も多い

中で伸びておりません。この場合、私どもでその入力の代行までしますと、例えば登録

に必要な数値をＦＡＸで送ってくださいと、様式までつくってお送りして、返ってきた

ものを私どもで申請しますからということまで、そういう伴走型の支援をしたんですが、

なかなかそれでも手を挙げられなかったというのが実状でございます。市内７７施設ご

ざいますが、施設数は９月１日現在でございますけれども、７７施設のうち３２施設が

登録をされてみえますけれども、事業者としては１５事業者さんが登録をされていると

いうことでございます。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 
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〇委員（澤史朗） 

  説明書の１９１ページ、湿原誘客推進事業についてお伺いいたします。これは池ヶ原

湿原が整備されてから毎年バスツアーというかそういうのを企画されて運行をされてい

るんですが、昨年度は濃飛バスが主となって受付等も濃飛バスさんのほうでやっていた

だくというようなかたちで進められたかと思います。天候の影響もあって入込数は少な

かったかと思うんですが、例えばこの池ヶ原湿原の結果として書いてあるのが最高７日

で計３１名というふうなんですが、中止になったときもありますけれども。こういった

数字っていうのは予想の範囲内であったのか、少なかったのか多かったのか、そのへん

教えてください。 

□観光課長（洞口廣之） 

こちらの課題にも書かせていただいておりますけれども、やはり今回阪急交通社さん

等々、連絡を取り合いながらそういった単体の商品をつくっていただけないかというこ

とでこの事業を進めさせていただきましたが、やはりその池ヶ原湿原だけを目的とする

という単体のツアーというのは、なかなかやっぱりそれだけでは誘客ができなかったっ

ていうのが実情なのかなということを思っておりますけれども、実は市役所の駐車場の

バスの調査をしておりますと、５月のバスの駐車台数というのが関西方面から平成３０

年度は２台しかなかったんですが、これが３０台に増えております。これは、自然系の

関西プロモーション、これは一生懸命尽力した効果はあらわれていると思っております。

池ヶ原湿原だけを対象とした商品については、なかなかちょっと思ったように伸びなか

ったのは事実かと思いますけれども、これを１つのコンテンツとして飛騨市にはお入り

いただけたのではないかなというのが、今の評価でございます。 

〇委員（澤史朗） 

ここの人数は予想よりも低かったということでよろしいんですよね、今のね。ほかの

要素で来た人はいるかもしれないけれども、実際にこのバスの運行では予定よりも少な

い人数しかならなかったと。もう何年もこれ毎年のようにしてこの話出ていますよね。

今年度も予算化されています。前年度の決算額並みで予算化されているんですけども、

これ同じパターンで続けてもこれ絶対人来ないんですよ。週末だけの運行ですよね。祝

祭日、期間限定です。そのときにわざわざ情報を外からキャッチして来る人っていうの

はまず少ない。ぱっと来たときに「あっ、こんなのがあるの」っていうオプショナルツ

アー的にね、できるんであればまだ利用者があるのかもしれないですけれども。これを

これだけ予算を使って宣伝するっていうか、これを運行する意味があるのかということ

をもうそろそろ考えてもいいんじゃないかと思うんですが、そのへん検討されずに毎年

同じようにして出てきてるんですが、ちゃんとそのほかの今の阪急交通社とかね、売り

込みに行っているかもしれないけれども、結局ちゃんとした反応がないと。独自で先ほ

ど言われたようにその湿原だけ、例えば池ヶ原だけ、天生だけ、なかなか来ないですよ。

だから飛騨地域での観光連絡協議会というのがありますよね。そういったところでほか
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の地域とのタイアップとかをしてやっていかないと。これ、ただやっているだけの事業

になるんじゃないかというふうに懸念しておりますが、そのへんちょっと本当に検討し

ているのかどうか。 

□観光課長（洞口廣之） 

厳しいご指摘ありがとうございます。実は本当にご指摘のとおりでございまして、今

後、来年度予算に向けた政策協議が始まってまいりますけれども、現在この観光課とい

たしましては、こういった湿原だけをツアー造成するという方針から改めて、バス自体

をまわしていただくということに対してインセンティブをその旅行社さんに与えるとい

うようなかたち、これ下呂市、高山市、他の自治体でも多くとられている手法でござい

ますけれども、そういったかたちに転換できないかなということも考えております。た

だ、そういったことも考えておりますけれども、やはりこの湿原を２つ大きな、深洞湿

原もございますけれども、開発されているのは、池ヶ原と天生でございます。こういっ

た貴重な地域資源を持っているというのはやっぱり強みでありますから、何らかのこれ

を核としたアプローチも必要かと思っておりますが、それの解がツアー造成ではなかっ

たといったことがみえてきているのかなということを思っておりますので、新年度予算

の編成においてしっかり検討したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員（水上雅廣） 

  観光協会の件について少しお尋ねをいたします。１９３ぺージ、このコメントを読ま

せていただくと少し心配になりますから、お聞きをします。ことしから飛騨古川まつり

会館の指定管理も受けられるということで事務所もあそこに構えられて、いよいよ観光

協会らしい運営をしていくっていうようなことなのかなと思いながら、これを見るとど

うも中で何かしらいろいろあるのかな。さらに加えて民間的な経営意識についての記述

があるんですけど、これずっと課題として上げられてみえたんじゃないかと思うんです。

あえて難しいことではなくて、総括をして観光課と観光協会の関係、これからどうされ

ていって、どのような本当に民間の観光協会にしていっていただけるのか。課長でも部

長でもいいですから総括だけお願いします。 

□商工観光部長（清水貢） 

今後といたしましては、観光課とのそういった定期的な打ち合わせはもちろんなんで

すが、プロモーションなんかにも当然ですが、一緒になっていっていただくとか、そう

いったことについては強化をしていきたいと思っております。また先ほども少し触れた

んですけど、やっぱりせっかくいい場所での事務所を構えておられますので、もっと自

主財源を稼げるようなそういった事業をどんどん打ってもらいたいということを指導し

ていきたいなと思っております。 

〇委員（水上雅廣） 

飛騨古川まつり会館を受けたことによって逆にその運営に傾注されすぎてしまって、

今ほど言われたようなところに向いていかないとかって、そういうことにはなる心配な
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いですよね。 

□商工観光部長（清水貢） 

飛騨古川まつり会館の運営そのものにつきましては、会館の臨時職員もおりますので

いいんですけれども、協会といたしましては、そういった臨時職員さんの指導などで会

館運営はできているとは思っております。再三になりますけれども、やっぱこれからそ

ういう自主事業的なことをたくさんやっていただくのがやっぱり協会の活性化になるの

かなってことを思っておりますし、あとどうしても拠点が古川にありますので、古川地

区のことが主になるんですけれども、もっともっと神岡地区との連携でありますとかそ

ういったことで観光協会全体の活性化を図っていいただきたいと考えております。 

〇委員（前川文博） 

  今その自主財源をという話があったんですけど、根本的なところでお伺いしたいので

すが、観光協会が主体となって行う事業と自主事業、これはどのような区分けで考えれ

ばいいですか。 

□観光課長（洞口廣之） 

この主体になって自主事業と決算であらわれております事業実施交付金と自主事業の

支援交付金、こういうふうな区分けをしておりました。これまで例えば古川祭ですとか

神岡祭、また三寺まいり、こういった誘客に資するようなイベントに関しては観光協会

の事業実施交付金というようなかたちで措置をし、そのほか各町村単位でやって過去か

らやっておりました事業につきましては、自主事業交付金というかたちで、これまで措

置をしてきておったところでございます。ただこれについては、本年度から全てこれを

改めまして観光に資するような大きなイベントにつきましては、市からの委託というか

たちで観光協会に委託料として出すといったかたちに改めさせていただいて、その下の

自主事業支援交付金につきましては、地域イベント交付金というかたちで各振興事務所

に直接予算を配当して、そのイベントの自主的にやりたいものは補助金で賄うといった

かたちで今年度から運営を改めたところでございます。ただ私ども想定しておりました

のは、例えば古川祭の設営ですね、いろんな屋台さんの調整とかそういったことも委託

にすることによって、観光協会にそれでは事業として適正な利益をそこで得ていただく

こともできるのではないかと、そういった利益を原資として自分たちのやりたい自主事

業も行なっていただけるといったかたちで予算組みをしたんですが、残念ながら今年度

いろんなこういったイベントごとがコロナで中止となっておりまして、この委託も発注

することができておりませんけれども、今後そういうようなかたちで先ほどのご質問と

あわせてできるだけそういった自主財源を得ていただけるようなかたちで今後も関わり

を続けていきたいというふうに思っているところでございます。 

〇委員（前川文博） 

先ほど部長は自主財源を稼いでもらうということがあったので、この自主事業この下

の課題のところを見ると、自ら稼ぎ自立する新たな自主事業って書いてあるので、自主
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事業はそうやって稼いでいくものが自主事業な扱いかなということを思ったので、これ

を聞いたんですけども、そこの後半に会員からさまざまな改善要望が出ているっていう

のがあるんですけど、例えばどんなような要望があったんですか。 

□観光課長（洞口廣之） 

  さまざまなということでございますけれども、例えば神岡支部からですね、やはり神

岡支部で行っているイベントごとに対して関わりがちょっと薄いとか、例えばこういう

ことをやりたいんだという発案をしても自主財源に乏しいのでそこに充てられるお金が

ありませんというようなことを言われるということは、たまに聞いております。そうい

ったことを改めるために、そうではなくて市のほうが地域のイベント等については補助

金というかたちでしっかり予算を措置して観光協会に一旦入ったものから出すのではな

くて、そういったかたちで直接市のほうに申告いただけるような申請いただけるような

制度に改めたというところは、やはりこれの反省にいたった改正点かなというふうに考

えているところでございます。 

〇委員（前川文博） 

神岡って話が出たので聞きますけど、神岡でその自主事業を行うために事務所を借り

たいとか開きたいという話があったと思うんですが、それっていうのはどうなってしま

いました。 

□観光課観光誘客係長（横山理恵） 

神岡のほうの支部においては、やはり事務員を貼り付けて常に連携してできるような

という要望も聞いておりましたが、現状まだ事務所を構えるような組織体制にはいたっ

てないというところで、まだ話は進んでおらない状況でございます。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

〇委員（澤史朗） 

  コンベンションの件でちょっとお伺いいたします。説明書の１９２ページ、これ市独

自でスポーツ施設、文化施設等の事業推進補助金ということでやられているわけですけ

れども、決算書事項別明細書１９０ページに飛騨・高山観光コンベンション協会負担金

というのがありますけれども、こちらのホームページを見てみると飛騨市内の施設、文

化交流センター、総合会館、神岡町公民館、友雪館というふうな４つの施設の紹介があ

ってその中でその高山市及び飛騨市でやっているこういった補助制度の案内が掲載され

ており、そこでその協会を通じて申請のお手伝いをしますよということが書かれており

ます。この協会を通じて、この事業の補助金の申請があったケースは過去においてもあ

りますでしょうか。 

□観光課長（洞口廣之） 

過去においてもなかったかと認識しております。 
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〇委員（澤史朗） 

この飛騨・高山観光コンベンション協会に８４万２，０００円の負担金が毎年出てい

るんですけれども、これ実際にはわかるんですけれども、音では飛騨高山観光コンベン

ション協会というかたちで流れています。たぶん平成１１年くらいかな、多分飛騨セン

ターができたあたりかなというふうにちょっとはっきりしませんけれども、そのくらい

にできたんじゃないかと。高山市飛騨市白川村で今加わってやっているんですけれども、

このホームページ見る限りあまり飛騨市にありがたみがないんですよね、実際のところ。

もう高山９割５分、９割としておきましょうか。そして飛騨市７分、８分、そしてあと

の１分、２分が白川村とようなかたちなんですけれども、これ長く続いている協会なん

ですが、一般社団法人ですけれども、たしかに情報は掲載してありますけれども、情報

掲載だけで中の内容見てもほとんど高山の観光コンベンションということの紹介だけな

んですね。役員構成がどうなっているか私はわかりませんけれども、こういった今独自

でこちらでもコンベンションの事業、昔からあったんですけども、それを今表だってこ

ういった事業にされているんですが、このようなかたちでできているっていうこと、そ

して実際にスポーツ関係ではグラウンド等が十分整備されていますので、大会の誘致だ

とかそういったことができていますけれども、なかなか文化系では全国レベルの大会と

いうかそういう誘致が難しい。それは会場の関係だとか宿泊の関係いろいろありますけ

れども、そのへんでのお互いのやり取りを融通きくように飛騨・高山観光コンベンショ

ン協会というのがあるのかなというふうに考えておりますけれども、このへんの観光課

とこのコンベンション協会との関係っていうのはどんなふうに今なっているでしょうか。 

□商工観光部長（清水貢） 

先般もコロナの影響によるそういったコンベンションの回数とかの減とか、うちでい

うとスポーツ合宿の減の現状とかそういったことの情報交換を向こうの事務局次長さん

と私とでやらせていただきました。たしかにホームページ上では制度が載っているくら

いの情報しか載っておりませんので、今後につきましてもいろんな大会誘致とかして合

宿誘致とかされておりますので、そういったこともアピールしながらもっと飛騨市とし

ての露出を展開できるようにお願いをしてまいりたいと思っております。 

〇委員（澤史朗） 

そういったかたちで使っていくというふうであればいいんですけれども、これ合併以

前からずっとつながっているような負担金というのがあるかと思うんですね。観光に限

らずですけれども。そういった今別のかたちでの組織っていうのがきのうの話でもあり

ますけど、いわゆる首長連合が主となっていろいろ動かしている部分だとか新しくなっ

てきていますよね。ちょっとそのへんも昔からある程度使っていかならんのやというよ

りももっと使いやすい、これＡがあまり今動いてないから新しいＢができたから Ｂのほ

うを積極的に使っていこうかとかっていうことをやっていっていただきたいというふう

に思うんですけれども、そのへんのところ全体的に見直すということもあろうかと思い
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ますけれども、先ほど洞口課長に聞いたんですけど、いわゆる将来の方向性、そのへん

をあるから使うんじゃなくて、これは別のものに変えようとかっていうこともちょっと

考えていくことを検討していただきたいんですが、どう考えておられますか。 

□商工観光部長（清水貢） 

やはりコロナを機にいろんなことで改革とかしていかなければいけないと思います。

コンベンションの誘致についてもそうだと思いますので、そこらへん制度も含めてです

けれども、お互いちょっと情報交換しながら改築していくなりしていきたいなというこ

と思っております。 

△市長（都竹淳也） 

飛騨・高山観光コンベンション協会に限らず、こうしてその過去からの経緯で会費を

納めている団体があって毎決算のときに高原委員長からもいつもご指摘をいただいてい

ますが、なかなか「はい、ぱっと関係ない、メリットがないから辞めます」って言えな

いところは現にあります。例えば地区の区の活動で区からあんまりメリットないけど、

区から抜けますと言えないと同じでですね。そうするとまず人間の発想っていうのは次

どう使い倒すかとこういう話になるんですが、それも限界がある。かといってこういう

組織というのはそこの離脱、参加というのはいいんですが、離脱というのはいろんな要

素を加味して天秤にかけなきゃいけないものですから、おっしゃっていただくことは非

常に簡単におっしゃっていただけるんですが、対応を考えるのは非常に難しいというこ

とは多分立場を変えてお考えになると、同じことをお考えになるのではないかと思いま

すので、そうしたところを酌んでいただきながらそれぞれの組織全く考えてないわけで

はなくて、予算の度にそんなことを逡巡しながら進んでいるというようなことですので、

そのあたりご賢察いただければなというふうに思います。 

●委員長（高原邦子） 

  ほかにありませんか。 

〇委員（籠山恵美子） 

  私、今回初めての議員はこの予算執行そのときの経緯というものに審査に加わってい

ないもんですから、縷々今やりとりをずっと聞いていまして、この令和元年度どういう

ふうな商工観光の予算の執行が行われたのかなと思って聞いていましたけれども、年度

末の３月くらいからはコロナの対策があって大変だったと思いますけど、全体的なこの

令和元年度の予算の執行でいうと例年そうだったんでしょうけれども、商工費の全体の

総額予算は１１億円、それから観光には６億円強が使われていて、観光にもそれなりに

力を入れてたっていう予算配分だったなと思います。ただ、その今後のウィズコロナっ

ていうコロナとともに経済をやっぱり関係していくっていうことの課題につながってく

るかもしれませんけど、商工というとやっぱり市内の内需拡大に直結しますよね。商工

の予算どりというのは、そういうことでいうと、あまりこの年、市内の商工関係に関す

る新しいその成果っていうのが、この説明書の中でもあまり見られません。実際どうで
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しょうか。全体の総括として市内の内需拡大のための商工の行政がやる商工関係の予算

の執行としては、自己評価するとどのぐらいなんですか。あまり反省点も書いてないで

すし、１００点満点でいくら。何点でもいいですよ。 

△市長（都竹淳也） 

なかなか点数という数字ではつけにくいとかありますけども、商工政策のまず考え方

少しご理解いただきたいなと思うんですが、予算をつけてことが動くという世界ではな

いということが、まず商工政策の一番大きなところですね。それから、商工業の中の産

業構造を見たときに市が関与できるものがどのくらいあるかということも考えないとい

けません。飛騨市の場合は製造業が非常に主たる産業になっておるわけでありまして、

しかも製造業の中で大きな企業、これがしかも海外のマーケットあるいは素材の製造系

のメーカー、このあたりが中心を占めていて、そこは恐らくほとんど市の関与はできな

い世界であるというふうに思います。そうすると市の商工政策は、中小といいますか実

際、零細の小さな個人の商店とか個人の企業とか個人のメーカーとか製造業とかそのあ

たりをターゲットにするということです。そのときの次の政策の打ち方ですが、補助を

出せばことが動くという時代では全くなくなってしまったっていうのが、少なくとも２

０００年代以降のことだというふうに理解していまして、需要が縮む中で補助というよ

うなかたちで底支えしていくということがほぼ無理です、今は。そうなると自分で活路

を見出していただくしかないという前提に立って、それをどうやって伴走者、後押しで

きるかというのが、今の商工政策の根本であるというふうに思っています。そうすると

自分で好むと好まざるとにかかわらず自分でやっていかなくちゃいけないという環境の

中でそれをどうやって伴走して声を掛け続け、励まし続け、ともに歩めるかというのが

市のやるべきことだろうとそのように思っておりまして、その点でいきますと、外国人

の人材育成、これは少し大きめのメーカーも対象になるんですが、これは一企業ではで

きないけれども市ならできるというとこをやっているという点では、私は一定の評価を

いただけるのではないかと思っておりますし、ネットショップとか商品開発も大変本当

に苦労しながらやっとでここまで行き着きましたけれども、ようやく花が開いてくると

こまできたかなと思っておりまして、粘り強くやってきた成果は少しずつ出ている。た

だそれが小さな企業全部かというと全部ではありません。それは数社である、まだ数社

とかせいぜい１０社程度。でもこれが少しずつ広がっていくというのがこの商工政策、

産業政策のあり方だと思っていますので、その筋の道筋としては、ここ私市長になって

４年目の決算ですが、４年目の決算としては一番手ごたえがあるっていう感じは持って

いますし、それがあったからこそ今回のコロナのときにクラウドファンディングとかネ

ットでの販売につながれた。あれがなかったら多分この春はそこまでできなかっただろ

うと思っていますので、その意味では手応えがあります。あとビジネスサポートセンタ

ーもいろんなモデルを検討し、苦労して最後ここまで行き着いたんですが、この利用率

の高さとか利用者の声を聞いているとこれも一定のご評価をいただけるのではないかと



 

23 

 

思っていますので、全てよかったというつもりは毛頭ございませんし、まだ課題だらけ

でやることは山ほどありますが、ただ一歩一歩進んできているという意味においては、

その歩みは止まっていないしちゃんと進んできているというふうに自己評価をいたして

おります。 

〇委員（籠山恵美子） 

よくわかります。今もう１人１人事業者の方が自分で何とか活路を見出していただけ

ればならないっていう時代でしょうし、それに伴走して励ましていくっていうのもよく

わかります。そういう意味では、だからこそ観光費というのがまた大きな役割を担うの

ではないかなという、こういう観光宣伝も含めて観光に力を入れるって個人個人の事業

者さんではできませんからね。こういうところでやっていくっていうのは大事なんだろ

うと思います。ならばこそ、全体の商工費の半分以上の予算を観光費に使っているわけ

ですので、それなりの税金を無駄にしないある程度の成果も大事だろうと思いまして、

こうやっていろいろ見ていたんですけれども、どうなんでしょう。例えば商工費の中で

も説明書の１８２ページに書いてある企業立地促進助成金などはずっと企業誘致と言わ

れていて、だけどももうそういう時代ではないってこと誰もがわかっていますし、企業

が動く時代ではないですよね。経済が疲弊しているんですから。そういう中でこの中に

その市内の宿泊業の人たちのそういうものも入れ込みましょうという、こういうきめ細

かさはとってもよかったなと思います。こういう既に今ある商工関係の支援施策事業も

どんどんやっぱり応用をきかせて、もっと市内の内需拡大にも役立つような内容に切り

替えてもらうことも大事だと思いますし、このことは評価します。 

△市長（都竹淳也） 

観光費、たしかに一定額、先ほどおっしゃった金額あるんですが、一番見ていただい

て大きなウエートを占めているのは指定管理施設の費用で、次が修繕の費用ですね。こ

の部分だけで相当占めています。その意味では非常に矛盾した話ではありますが、過去

の観光資源開発と観光のためにつくった施設の維持というものが、予算の面で見た観光

政策のかなりのウエートを占めてしまっているというのが今の現状かなというのが率直

な思いです。ですので、ソフト事業としてできている部分はこの数字見ていただいてわ

かりますが、決して多くないですね。そういう実態にあるというのが、まず全般的なこ

とであります。ただそのうえで観光についての考え方なんですが、私いつも申し上げて

いるんですけど、「飛騨市は観光のまちではありません」といつも言っています。ここ

は製造業のまちであって観光のまちではない。しかも受け手となる観光の事業者という

のが極めて小さいですから、宿泊施設数も民宿からゲストハウスから全部入れて高山の

大手ホテル３つのホテルの部屋数より少ないので、その意味からすると本当に小さなパ

イです。それで地域が維持していけるとは決して思っておりません。ただ観光の非常に

大きな意味があるのは、これは非常に形而上学的な意味になるかもしれませんが、市民

の気持ちに与える影響が観光はものすごく大きいんです。例えば、そのカミオカラボが
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どれだけ効果があったのかって話がよくありますけれども、もちろんその直接の売上と

か波及効果としてすごく神岡地域全部を支えるようなことは決してありません。ただカ

ミオカラボができたということで、神岡の人たちが非常に希望を持ってこの地域はまだ

やっていけるんだと。人が大勢来て皆に人を呼べるんだという。これはですね、途方も

ない私は意味があるというふうに思っていますし、私１期目の最初のときに「観光が一

丁目一番地だ」って言ったのは、人を集めて地域を維持するというよりもそうした観光

資源開発を丁寧に地域資源を掘り起こして自信を持ってもらいたいと誇りを持ってもら

いたいっていうとこを思ってやってきたんですが、その意味では例えば宮川人口が非常

に少ない地域ですけども、池ヶ原もそうですし鮎もそうですし、さまざまな資源の開発

というのを一生懸命やってきました。河合もそうです。そうしたことがやはりそこに住

もうとか、そこに自信を持って子どもたちがこの地域に誇りを持ってくれるとかそうい

った意味がすごく大きいと思っているので、ここについてはその意味でいろんなご批判

があっても着実に進めてきているという状況です。ただその先ほどの小さいパイとは言

いながらも、観光の入り込み、ここはやっぱりしっかりやっていかなきゃいけないとい

うのは、それは宿泊、飲食、娯楽、サービスも大きい意味では含みますけれども、それ

は小さいから見つけていいところでは決してなくて、それはそれでやっぱり大事にして

いかなきゃいけないし、そしてまた今ゲストハウスなんか市内で飲食されますから大変

波及効果もありますし、そうした意味でここは大事にしていくという意味でございます。

ですから高山とか白川郷とか下呂市の下呂温泉と飛騨市の観光というのは根本的に違い

ますから、同じ考え方ではないんですけれども、ただそうした１つ１つの分野への思い

を積み上げたかたちで観光政策は取り組んでいるということをご理解いただきたいなと

思っております。 

〇委員（籠山恵美子） 

私が聞きたかった市の方針が聞き出せてよかったなと思います。たしかに私も決算書

見たときに、これ観光費といっても指定管理料は随分占めちゃっているなというのは、

たしかにわかってました。そのことも市長からお聞きしましたので、認識は一緒だなと

思います。そういう意味では飛騨市が観光というのはどういうふうに考えているかとい

うのはやはり聞きたかったことですので、それについてはある程度認識ができて良かっ

たかなと令和元年度での決算はね。令和２年度については、この観光というものについ

てどのように引き継がれていくんでしょうか。 

△市長（都竹淳也） 

実は観光、先ほど地域資源の開発って申し上げましたけれども、飛騨市の中の組織で

いくとある程度でき上がったものについては観光課がやるんですが、つくりあげてくる

ものを地域振興課がやったり、振興事務所がやっているというそういう配分にしている

んですね。薬草とか例えばドローンとか広葉樹も広い意味でそうなりますけれども、そ

うしたものをまずそのしっかり地域資源として掘り起こし、これは歴史なんかもそうで
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す。これは今までどおりしっかりさらに力を入れてやっていきたいと思っておりますけ

ど、観光について狭い意味での観光っていう点についていえば、飛騨市の差別化ってこ

とをここのところずっと考えてやってきております。つまり高山とか白川郷にないもの

は何があるかっていう観点ですね、ここの強調をしていきたいということと、それから

指定管理施設である程度手を入れて見ていただけるものについては手を入れようという

方針でやってきました。そこらへんが今一巡しているので、その意味では先ほどの差別

化つまり自然資源ですね、池ヶ原とか天生とかそうしたものの、これはほかのまちにな

い部分ですし、カミオカラボ、科学というところもありません。歴史も例えば江馬館と

か山城もやっていますけど、こうしたところも飛騨地域よく見てみると類似の分野あり

ませんので、そうしたところはしっかり飛騨市が差別化できる部分としてやっていきた

い。そういったところのプロモーションをだしていきたい。あとは食ですね。今、農の

ほうの食の事業を市内の宿泊施設で使ってもらえるようなことをやっていますけど、そ

のあたりもここからあとの力を入れていくとこだろうと、それをプロモーションとして

外へ出していくのが観光課の仕事なので、商工観光の仕事なので、そのあたりを今年度

もですし来年度以降、これはコロナの中でもやっていけることですので、そうしたとこ

ろをしっかり取り組んでいきたいという思いでおります。 

〇委員（野村勝憲） 

都竹市長にお伺いします。今ほどたしかに私も覚えています。私も観光には力を入れ

たつもりなんですよ。一般質問でもたびたびしました。「観光一丁目一番地」というこ

とで、それはいいです。問題は、外からお金と人を取り込むんだということを明言され

てるわけですね。それについて簡単でいいですから、４年間でどのような成果が出てい

るかちょっと一言お願いします。 

△市長（都竹淳也） 

観光はその意味では、観光の今観光動態統計ありますけど、実際には数字の中で本当

に外からっていう数というのは決して全部ではないというふうに認識しています。例え

ば道の駅でもそうですし、イベントなんかでも古川祭の入込客数も半分くらいはまちの

中の人ですから、その意味でも全部ではないと思っていますけれども、ただ、ここの私

取り組んでいく中で、例えば端的な例でいくとゲストハウスなんかを推奨しながらそこ

の支援策に力を入れてきたことによって数が増えてきました。もちろん今コロナで全体

的にちょっと抑えられていますが、それが外国人旅行者を吸収し、そしてまた民宿とか

の減少を補ってきたという意味において言えば、今下がってくるのをどう補うかってと

ころで精一杯ですから、それでも何とか補えているという意味においては、外からの需

要ってのは一定額取り込めているのではないかと思っています。それからもう１つ、こ

れは観光だけじゃなくて１期目の最初から商売のほうについても申し上げてきたんです

が、ネットショップ、それから今クラウドファンディングの中の手法がありますけども、

ここもやっぱり市内で楽天市場で月間のジャンル１位とるとかっていうところが出始め
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たのは、外からの需要をとるということに関しては、一定の道筋がつけてきているかな

と思います。劇的に大きく一変に変わるなんてことはありませんし、全体が下がってい

る中でどう埋めるかですから難しさはありますけども、そのあたりは本当に市内の事業

者の方々ががんばってくださっているからでありますけど、むしろ私というよりはそう

した努力をされている皆さんに称賛を贈りたいと思いますし、そういった歩みを続けて

これたということについては、一定のご評価いただけるんじゃないかと私自身は思って

おります。 

〇委員（野村勝憲） 

私も新しい例えば名前出して申しわけないですけど、株式会社美ら地球さんのところ

でやっぱサイクリング、外国人が国府まで行くという新しい商品ができてきているし、

私新しい切り口で徐々に伸びてきているんじゃないかな、そんなことを期待しています

ので、これからもぜひ観光には力を入れていただいて、やはり一丁目一番地にするとい

うことはぜひとも外からお金を取り込むんだということをお願いしたいと思います。 

△市長（都竹淳也） 

  野村議員の最初からのライフワークで取り組んでおられますし、いろんなところでＰ

Ｒもしていただいているので大変感謝をしております。本当におっしゃったような新し

いサービスを考えてくれていますし、ＨＩＤＡＩＩＹＯのっていう会社ありますけど、

松葉代表、そこでもいろんなクッキングの教室とかもやって評価を得ておられます。我々

としては、そうしたことを「いいね、すごいね」と言って励まして盛り立ててやるのが

大事なことかなと思っていますし、そういった全体のやる気を引き出しながらやってい

きたいと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

□観光課長（洞口廣之） 

先ほどの前川議員からのご質問、借上負担金６万３，０００円でございます。こちら

は市が民間の方から借り上げている土地の中に株式会社ＮＴＴドコモ、ソフトバンクモ

バイル株式会社さんの無線基地局が建っております。その敷地相当額の負担金というこ

とで、合計で６万３，０００円を徴しているものでございます。 

●委員長（高原邦子） 

よろしいですか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

  それでは質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 

◆認定第１０号 令和元年度飛騨市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

●委員長（高原邦子） 

  次に、認定第１０号、令和元年度飛騨市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてを議題といたします。説明を求めます。 
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□商工観光部長（清水貢） 

  成果書のほうでは１８６ページ、２７駐車場事業というものが掲げさせていただいて

おりますが、歳出がここでは記載されておりませんので、説明につきましては事項別明

細書決算書のほうの３３５ページ、ＰＤＦでいうと１０５ページですが、そちらのほう

で説明をさせていただきます。 

歳入です。備考欄の６駐車場で延べ２万８，９５７台、合計４０８万４，０００円余

りが駐車場の使用料収入でございます。中ほどにございます駐車場事業基金利子がござ

いますが、昨年度末の駐車場事業基金につきましては、２，５７８万円ほど基金として

用いております。続きまして歳出は３３７ページ、ＰＤＦでは１０７ページです。 

主なものにつきましては、各駐車場の土地借上料を一般会計に納入したものでござい

ます。以上で説明を終わります。 

●委員長（高原邦子） 

  以上で説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  （「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 

◆休憩 

●委員長（高原邦子） 

  職員入れ替えのため、暫時休憩といたします。 

 

  （ 休憩 午前１１時３７分  再開 午前１１時４０分 ） 

 

◆再開 

●委員長（高原邦子） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

 

◆認定第１号 令和元年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の認定について 

【教育委員会所管】 

●委員長（高原邦子） 

  認定第１号、令和元年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の認定について、教育委員会所

管を議題といたします。説明を求めます。 

□教育委員会事務局長（谷尻孝之） 

それではまず歳入につきましては、主なものについてこちらのほう口頭で説明させて

いただきます。 

教育費国庫補助金、学校施設環境改善交付金としまして古川小学校及び神岡小学校の
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体育館整備、非構造部材の耐震化工事としまして、２，６４１万９，０００円が決算さ

れております。また市内小中学校の空調設備としまして、４，１４６万５，０００円が

決算されております。いずれの事業につきましても、前年度からの繰越事業となります。 

次に歳出につきましては、お手元にあります主要政策の成果に関する説明書のほうで

説明させていただきます。ページのほう２３７ページ、ＰＤＦのほうですと２４１ペー

ジになろうかと思いますが、よろしくお願いします。 

それでは上段の２スクールバス運営更新事業のうちスクールバスの運営につきまして

は、３月のコロナ対策によりまして学校が休業となったことからそれに伴う運休があり

ましたが、それ以外は通常の安全運行に努めております。また走行距離と登録年数によ

りまして計画的にバスの更新をお願いしておりますが、昨年度では古川町の信包方面走

ります古川７号車、宮川の坂下地区を走ります宮川３号車をそれぞれ更新させていただ

いております。なお、古川７号車は２９人乗りのマイクロバス、それから宮川３号車に

つきましてはマイクロバスから１４人乗りのワゴンに更新しているところでございます。 

次にその下、３飛騨市育英基金貸付事業をお願いします。 

昨年度では新規継続を含めまして５４件の貸付を行っております。そのうち低所得者

向けの貸出につきましては、新規で１０件、継続１３件の合わせて２３件となっており

ます。 

次ページ、２３８ページ、ＰＤＦ２４２ページお願いいたします。 

４小中学校体育館非構造部材耐震補強事業につきましては、昨年度は古川小学校及び

神岡小学校の体育館を整備しております。令和２年度では、古川西小学校及び河合小学

校の耐震化を現在施工中でありまして、これによりまして市内の小中学校全ての屋内体

育館の耐震化が終了するところでございます。 

その下、５小中学校空調整備事業では、山之村小中学校を除く７校につきまして空調

設備を整備しているところでございます。今年度はコロナの影響により暑い時期での授

業が行われましたが、涼しい環境下での授業になったということを聞いておるところで

ございます。 

次に３ページ飛びまして、２４１ページをお願いいたします。 

ここからは学校教育課所管となります。同ページの中ほど、１飛騨市学園構想の推進

では市内の保小中校特を１つの大きな飛騨市学園と見立て、昨年度では課題解決能力を

育む一環カリキュラムの作成と試行、地域と学校が協働するコミュニティ・スクールの

導入、そして各校種間交流の実施のため、市民参加型の検討会を開催したところでござ

います。また教育関係者を招いたまなびみらい会議を開催するとともに、リーフレット

を作成しまして市民や保護者への周知に努めているところでございます。 

次ページ、２４２ページをお願いいたします。 

中ほど、２ＩＣＴを効果的に活用した授業づくりでは、小学校４年生以上の普通教室

に電子黒板を整備するとともに、児童用タブレット及びデジタル教材についても整備し
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ているところでございます。また、耐用年数が過ぎた教員用のパソコンの更新について

も行っております。これらの整備によりまして、多くの事業において多様な意見に触れ、

活発に意見交流が行われることに、みずからの意見を広げ深める授業が実施されている

ところでございます。 

次に４ページ飛んで２４６ページお願いいたします。 

上段、７部活動備品購入・大会出場への支援では、県大会以上への大会や遠征につき

まして、その旅費の一部を支援しているところでございます。昨年度は県大会２４件、

東海大会４件、全国大会２件について支援しております。また部活動備品購入支援では、

平成３０年度から古川中学校及び神岡中学校の吹奏楽部の楽器について計画的に更新し

ているところでございます。なお昨年度は、令和元年度吹奏楽県大会におきまして、古

川中学校、神岡中学校がいずれも金賞受賞、さらに神岡中学校におきましては、東海吹

奏楽コンクールにおいて最優秀の朝日新聞社賞を受賞するなど、日々の練習の成果を発

揮しているところでございます。 

次に２ページ飛びまして、２４８ページをお願いいたします。 

ここからは生涯学習課所管となります。 

中ほど、２公民館管理運営事業では、各公民館施設の管理運営経費のほか、地区集会

施設の建設にあたりその費用の一部について支援しているところでございます。昨年度

は古川町の貴船公民館、神岡町の吉田公民館にそれぞれ支援しているところでございま

す。 

次ページ、２４９ページお願いいたします。 

上段にあります３公民館講座等開催事業では、公民館講座６０件、６４３名、自主講

座は、前期後期合わせまして７５件、６５０名と前年度をいずれも上回る多くの方に参

加いただいております。今年度に入りましてコロナの影響が続いておりますが、３密を

避け工夫を凝らしながら講座の開催に努めているところでございます。 

次ぺージ、２５０ページお願いいたします。 

５青少年育成推進事業では成人式の開催や青少年健全育成推進事業、子ども会育成連

絡協議会の補助事業を実施しております。成人式では高校生ボランティアによる運営の

手伝い、青少年健全育成推進事業では地域のおじさん・おばさん運動事業を推進しまし

て、見守り活動の強化を図っているところでございます。 

また子ども会の活動については、少子化による子ども会の衰退が懸念されております

が、近隣子ども会との統合などを含めまして粘り強く推進していくところでございます。 

次ページ、２５１ページをお願いいたします。 

ここからは文化振興課所管となります。 

最下段から次ページに及びますが、図書館機能の充実事業では、古い蔵書を新しいも

のに更新するとともに、令和元年度で開館１０周年を迎えたことから７月の「１０年間

の歩みパネル展」を皮切りに、１０月には人気作家「中山七里」先生の講演会を開催し



 

30 

 

ました。なお、飛騨市図書館の昨年度の利用客数は、２万７，３５０人、神岡町図書館

は１万１，８５０人となっているところでございます。 

次に下段からの２飛騨市美術館リニューアル事業・企画展および関連セミナー・ワー

クショップ事業では、近年設備の老朽化が著しい美術館の改修リニューアル計画の方針

を定めるべく、専門委員会を立ち上げるとともにアンケートも実施し、株式会社乃村工

藝社が基本計画をとりまとめたところでございます。現在、詳細設計の発注に向けてさ

まざまな協議を重ねているところでございます。一方、企画展では、山中和紙で魅せる

風景写真や愛しの糸引き工女展など開催しまして、多くの方にごらんいただいていると

ころでございます。 

次ページ、２５４ページをお願いいたします。 

３地域歴史資源活用事業では、古川祭研究事業、江馬氏館跡整備活用事業、姉小路氏

関連城館群整備活用事業、埋蔵文化財発掘調査事業、それぞれが文化振興課の核となる

ような事業でございます。とくに昨年度は姉小路氏関連の野口城、小鷹利城、向小島城

の３城におきまして発掘調査を行いまして、それぞれが調査成果をあげるとともに現地

説明会を開催し、市内外から多くの山城ファンが訪れているところでございます。 

なお姉小路氏関連につきましては、令和４年度での国の史跡指定に向けて現在調査研

究を続けているところでございます。 

次ぺージ、２５５ページをお願いいたします。 

４文化芸術振興事業では、飛騨文化村を含めた各種団体が実施します文化芸術活動に

その経費の一部について支援しているところでございます。また平成３０年度から神岡

町出身の荒垣秀雄氏を顕彰しました作文コンクールを開催し、その功績を後世に語り継

ぐきっかけづくりを行っているところでございます。 

なお、昨年度は夏の思い出をテーマに１５８作品の応募がありました。 

次に１ぺージ飛びまして、２５７ページをお願いいたします。 

ここからはスポーツ振興課所管となります。 

中ほどにあります１スポーツ推進事業では、スポーツ推進委員活動事業、スポーツ団

体育成事業、スポーツ行事推進事業、そしてウオーキング推進事業を展開し、いずれも

多くの方に参加いただきました。とくに昨年度はクアオルトウオーキングの公認指導員

らで組織します健康ウオーキングガイド協会を設立し、さらには流葉スキー場中心とし

た認定コースを新設するなど、事業の促進に努めているところでございます。 

次ページ、２５８ページお願いいたします。 

下段にあります２体育施設管理運営事業では、１８の体育施設、１８のグラウンドの

維持管理のほか、古川町の森林公園及びサン・スポーツランドの電気設備修繕などを行

ったほか、神岡町の桜ヶ丘体育館のアリーナ修繕及びトレーニングルームの改修と機器

の購入について行ったところでございます。とくに桜ヶ丘体育館のトレーニングルーム

につきましては、利用者数が大幅に伸びておりまして関係団体などと協議を重ね、さら



 

31 

 

なる利用及び健康促進を図りたいと考えているところでございます。 

次ページ、２５９ページをお願いいたします。 

中ほどにあります３飛騨市屋内運動場整備事業では、関係団体で組織します検討委員

会を立ち上げまして、先進地視察など協議を重ねてまいりました。結果、建設候補地と

しまして古川町森林公園の管理棟、宿泊棟、テニスコート解体後の跡地を選定している

ところでございます。また規模等につきましては、グランドゴルフの公式コースに対応

した面積を確保することとし、付帯施設としては管理棟とトイレのみの必要最低限の施

設にする旨のご意見をいただいているところでございます。今後さらなる協議を重ねま

して詳細について詰めていきたいと考えているところでございます。 

次ページ、２６０ページをお願いいたします。 

４ねんりんピック岐阜２０２０リハーサル大会開催事業では、翌年度の本番改正に向

けまして県内外から８チーム１５８名の選手が参加しまして、ふれあい広場、杉崎グラ

ンド、杉崎公園グラウンドで開催しております。選手スタッフの動線などを確認し、本

番に向けての課題の洗い出し、解決方法などを議論しましたが、コロナの関係もありま

して全ての競技が令和３年度に延期することになっております。 

なお、基本的な日程等は、当初計画とほぼ同じとなる予定でございます。 

以上、簡単でございますが、教育委員会事務局所管の事業につきまして説明を終わり

ます。 

●委員長（高原邦子） 

以上で説明が終わりました。 

 

◆休憩 

●委員長（高原邦子） 

  ここで暫時休憩といたします。再開は午後１時からといたします。 

 

  （ 休憩 午前１１時５３分  再開 午後１時００分 ） 

 

◆再開 

●委員長（高原邦子） 

  休憩を解き、会議を再開いたします。 

午前中に教育委員会所管の説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑はあ

りませんか。 

〇委員（住田清美） 

主要施策の説明書２３８ページ、お願いいたします。５小中学校の空調整備事業につ

いてお尋ねします。前川議員のライフワークのところですが、すいません。質問させて

いただきますが、今回事務局長の説明にもありましたけれど、国の補助金が交付金がつ
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いたということで整備に踏み切ったところもありますが、今回のコロナの影響で夏休み

が短縮され、本当にことしの夏も最高に暑い夏でしたので、エアコン、フル稼働で乗り

越えることができたんです。でも、今普通教室の設置のみでありますので、今後、特別

教室についてはまだ国は補助するとかってことはないんですけれど、子どもにとっては

同じ授業を受けるということでは同じ教室の環境ですし、ましてやまたコロナの影響で

ひょっとしてこの第２波、第３波が来たりして分散で教室を少人数に分けなさいといっ

たときに特別教室を使う可能性も出てくると思うんですけれど、市としてはこの特別教

室の設置について市単でも今後つける予定なのか、国の動向等を待つ予定なのでしょう

か。 

□教育委員会事務局長（谷尻孝之） 

私どもも基本的には特別教室、音楽室それから理科室等ですね、何とかということは

考えておるところでございます。ただいずれにしましても、今回エアコンを設置して初

年度というようなこともございます。当然温度の今管理のほう、何度くらいに上がるか

というようなことも含めて調査しているところでございます。当然また費用のほうもか

かるところでございます。そういったことを総合的に考えて協議をしながら進めていき

たいと考えております。 

〇委員（住田清美） 

当然エアコンですので夏に使う率が多いと思うんですが、今コロナの影響でエアコン

は入れながら換気をするということで窓を開けて授業をしていて、子どもに聞くと「暑

いよ」っていう返答が返ってくるんですけれども、マスクをしていますので、さらに暑

いところだと思うんですけれど、この点については部屋の設定温度とかは決めて運用さ

れているのでしょうか。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

住田議員が言われたとおり、今授業はエアコンをかけて換気等をしておりますが、各

学校でとくに温度については設定をしておりません。 

〇委員（住田清美） 

じゃあ暑いよっていうときにはちょっと温度を下げ目にしたりとか、現場、現場で対

応してくださいということでしょうか。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

そのとおりでございます。 

●委員長（高原邦子） 

  ほかにございませんか。 

〇委員（井端浩二） 

説明書の２４８ページ、ちょっと説明を聞いていて不安に思ったことなんですが、集

落施設整備事業、当然貴船公民館、吉田公民館の補助が出ておりますが、コミュニティ

助成事業ということで吉田公民館だけに補助金がいっております。なんかそういう基準
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っていうか、どうしてでしょうか。そのへんについてお尋ねさせていただきます。 

□生涯学習課長（大庭久幸） 

このコミュニティ助成事業につきましては、いわゆる宝くじの助成を受けているとい

うことで、吉田公民館におかれましては、事業費が４，０００万円を改築ですので、１

回リセットして建て直すということで、費用がかなりかかるということで、飛騨市にそ

のコミュニティ助成があたるかどうかはわからないのですが、こういったところにエン

トリーをしまして、県下で何本かあるわけでございますが、そういうご相談が事前にあ

ったことからこのコミュニティ助成とあと市の市有の集落の補助金を足しこんで建物を

建てられたということでございまして、なかなかこれの補助金につきましては、申請す

れば絶対当たるというものではなくて、もちろんこれが当たらない場合も想定して並行

して進めておったわけで、それが運良く当たったということになりますので、そういっ

たちょっと補助金の主旨といいますか、必ず担保されたものではないと市の補助金とは

ちょっと違うということでございます。 

△市長（都竹淳也） 

ちょっと補足します。コミュニティ助成事業、今大庭課長言ったとおり、宝くじの事

業で県を通して申請をするんですね。それで岐阜県の中でも結構申請がたくさんあって、

飛騨市の場合、今まで大体２年にいっぺんつけばいいっていう、２年にいっぺんここの

ところついてきているんですが、結構いろんなところで県庁頼みに行ってやっとなんと

か２年にいっぺん確保しているという状態です。それで吉田公民館の前が古川町の中野

の公民館だったんですが、１年おいて今回吉田公民館にあたる。それはエントリー順で

検討して、そのセンターがあるのですが、そちらを申請していくという方向をとってい

るんですが、貴船公民館については建設を急がれるということでそれでコミュニティ助

成がなくても自前でいくっていうお話だったものですから、それで今回吉田公民館だけ

になっていくとこういう状況です。 

〇委員（野村勝憲） 

  説明書の２５４ページ、この中で３のところですけども、江馬氏館跡整備ということ

でちょっとお聞きしたいんですけれども、昨年はたしか殿様気分になれる新メニューを

作成してＰＲ活動されているわけですけれども、ここの館の入館者は前年と比べてどの

くらいアップしたんでしょうか。 

□文化振興課長（畑上あづさ） 

江馬館の入館者については、１５パーセント増となっております。 

〇委員（野村勝憲） 

今ですね、山城の探訪というテーマでいろいろやってらっしゃいますね。昨年はたし

か江馬館探訪と野口城探訪だったと思いますね。それぞれ１日だと思います。それで講

師を迎えてやられたと思いますけれども、どのくらいの人が参加されたんでしょうか。 

 



 

34 

 

□文化振興課長（畑上あづさ） 

三好係長お願いします。 

□文化振興課文化係担当係長（三好清超） 

まず野口城跡については５７名参加をしております。江馬氏館については２５名参加

しております。以上です。 

〇委員（野村勝憲） 

観光のときだったと思うんですけど、山城をテーマにしたことで観光資源にならない

かということで一般質問してるわけなんですけれども、教育委員会のほうで見た場合、

やはり観光資源となる姉小路で５つほどありますね。そういった中で、例えば５つの中

で、ことしはたしか小鷹利城と高原諏訪城をこの秋に探訪されるわけですよね。企画さ

れるわけですね。それも含めて観光資源と生かされる可能性もある山城っていうのは、

どんなところがあるんでしょうかね。それも学芸員のほうで答えられたほうがいいと思

いますけども。 

□文化振興課文化係担当係長（三好清超） 

麓から行きやすいというのが１つあるのかなと思うんですけども、そういった点では

古川城や野口城などは道が整備されていて、そして小島城ですね。この３つは道が整備

されていて登りやすいんじゃないかなというふうに考えています。以上です。 

●委員長（高原邦子） 

  ほかにございませんか。 

〇委員（谷口敬信） 

２３７ページの育英資金についてお尋ねいたします。現在、総金額のほうなんですが

約４億５，０００万円弱ありまして、貸付のほうが約２億５，８００万円くらい。そし

て、現金のほうが１億９，０００万円ぐらい残があるということなんですが、現在貸付

されている金額が３，１６８万円となっておりまして、５４件ということですので、多

分年間でしょうが６０万円ぐらい、１件当たりというふうになっております。その下の

償還ですか、すごいいい率で年３０万円くらいで１６０件くらいですか。償還のほうも

すごくスムーズにいっておりまして、金額的にまだ残金のほうが結構私から見ると余裕

があるように感じるんですが、今後その多分これ保護者の報酬というか給料ですか、所

得っていうんですかね、保護者の。それの枠があったり、借りたいけれども借りれない

とかそういったことがあると思うんですが、今後年間の貸付金額を上げるとか枠を緩く

して人数を増やすとかそういったご検討はされておられますか。 

□教育総務課長（米澤智） 

対象者の枠を広げるという検討、ご質問についてなんですが、今年度から２つ枠を拡

大しまして、１つは成績の評点が基準があるんですけども、その評点が基準に達してな

くても学生さんが自分はあの大学へ行って、上級学校へ行って、こういうことを学びた

いということを述べて自己推薦書で述べていただき、また面接でその旨を語っていただ
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き、そういったことで審査をさせていただいた方は合格させていただいて対象者として

貸付生として認めています。ただ進学した先は従来どおりの成績、一定の基準を達さな

いと次の年度の貸付はできないということもありますが、そういったことがあります。

もう１つは対象校を広げました。文部省なり県なりが開校しております技術訓練校、い

わゆる大学校というものなんですが、そちらの進学した場合、今まで対象外だったんで

すけども対象となるようになっております。ただし、その学校でしっかりとした成績の

客観的な評価等をある学校に限るということはありますが、そういったことで２点につ

いて対象を広げております。 

〇委員（谷口敬信） 

今の件につきまして２３８ページの令和２年度について書かれておりますが、たぶん

このことだと思います。それで実質的令和２年度増えているんですか。 

□教育総務課長（米澤智） 

残念ながらその枠での応募は今年度ありませんでした。またＰＲに努めたいと思いま

す。 

〇委員（谷口敬信） 

その奨学金というのは、もうだいぶ離れていますので、わからないんですけども、私

学と国公立あると思うんですけども大学のほうは。今おっしゃったような短大みたいな

大学校とか、そういうのによって金額の差というのは生じているわけでしょうか。 

□教育総務課長（米澤智） 

公立、私立、差はありません。大学の場合は、例えば５万円を上限に本人さんが決め

ていただくというような制度になっております。   

〇委員（上ケ吹豊孝） 

  説明書の２３９ページの学校給食のことなんですが、要は調理師の確保が難しいと。

会計任用職員制度を導入しているということで。あとですか、すいません。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

〇委員（前川文博） 

説明資料の２３７ページです。２番のスクールバスの運営更新事業ですけども、この

中で２行目、学校外活動や市民団体などが社会教育活動で利用するフリーバス制度あり

ますが、これ昨年はどれぐらいの利用があったのか教えてください。 

□教育総務課長（米澤智） 

昨年度は全部で２２件の利用がございました。主に部活動の遠征、対外試合での使用

が１７件ということになっております。 

〇委員（前川文博） 

残りが市民団体ということで、例えば個別名はいいんですけど、どんなような団体が

使われるのが多いのか、ちょっとわかれば。 
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□教育総務課長（米澤智） 

少年団とか子ども会、そしてあと学校の課外活動があります。 

〇委員（前川文博） 

今聞いていると子ども系が多いですが、これ子どもじゃない年代って言ったらあれな

んですけど、そういった団体でも市民団体の活動であれば空いてれば、これ使えるんで

したかね。 

□教育総務課長（米澤智） 

議員おっしゃられますように、これまで例えば神岡の労連の方が多く使っていただい

ていた実績もあります。近年になりまして使用が減ってきているという事実はあります。 

●委員長（高原邦子） 

  ほかにございませんか。 

〇委員（住田清美） 

  主要説明書の２５３ページ、市美術館改修リニューアル事業についてお尋ねしたいと

思います。ここにも書いてありますけど、そもそも前身が飛騨の山樵館という美術館で

はないものを美術館として使用しているということで、設備的にもさまざまな支障は出

てきていると思いますので、今回このようなかたちで検討委員会で検討されていると思

うんですが、改修内容についてハード的なことは空調とかそういうことなのか、それか

らそもそも美術館のコンセプトというものについては、どのように今回の検討委員会の

ほうで結論を出されたのか、そのへんをお聞かせいただきたいと思います。 

□文化振興課長（畑上あづさ） 

今回の美術館改修については、今ほど住田議員さんおっしゃられたように、経費の主

なものはやはり空調をまるっと変えたいと思っておりますので、その部分に関する費用

が多くなりますが、それにあたっての美術館の基本構想も検討委員会のほうで話し合っ

ていただいておりまして、リニューアルコンセプトは美術館からアートセンターへとい

うことで、文化芸術に関わる展示活動や芸術活動、研究活動や人材開発活動など多岐に

わたる活動に対応できる場所にしたいということにしております。具体的には３点あり

ますが、１つ目としまして飛騨の文化芸術作家を魅せるということで、アートの視点か

ら郷土の文化芸術を伝えて新たな郷土の魅力発見につなげる場にしたいということ。そ

れから２つ目として美術を学ぶということで、これは従来やってきておりますが、いろ

んなワークショップを通じて美術全般についていろんな分野で学ぶ場を設けたいと思っ

ております。３つ目には作品と人との交流、対話が生まれる場所ということで、これに

ついてもまだ美術館も改修はしておりませんが、今年度の展覧会でも絵を見て副館長と

話そうということで、入館者の方と副館長とが絵を見てお互い感想などを話し合ったり

する場を今年度から実施を始めております。 

〇委員（住田清美） 

「文化が薫るまち飛騨市」のキャッチフレーズがあるようにやっぱりこの文化を発信
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するひとつの施設として美術館というのは重要なところだと思うんですが、今の飛騨市

の美術館って常設展示はないんですね。ここの２番のところにあるように企画展はさま

ざまされておられますけど、常設展示というものがないんですが、今後もこの常設は行

わなくてこういう企画展的なもので運営をまわしていくような予定なんでしょうか。 

□文化振興課長（畑上あづさ） 

常設展につきましては、当美術館の場合、収蔵作品もすごく多いわけではありません

ので、毎年の展覧会については今までのように企画展を中心にさせていただいて、その

中に収蔵品展を折り込んでいくようなかたちにしていきたいと思っております。 

〇委員（住田清美） 

それで施設の改修の部分といたしましては、例えば県の美術館ですとかいろんなとこ

ろを施設の作品を借りてきて展示するくらいのグレードまでしっかりと整備されるとい

うことでしょうか。 

□文化振興課長（畑上あづさ） 

県や他館の作品も借りてこられるレベルにはしたいと思っておりますが、借りてくる

レベルも例えば展示室全部をその防犯とか防火、いろんな面で他館なものがどこにでも

置けるようにするということも考えられますし、あと費用の面で例えば今の特別展示室

の一部分をそういったグレードの高い工事を施して、そこにいい作品を置けるようにす

るというやり方もありますので、今の基本設計では一部分をそういう作品が置ける場所

にするような設計になっておりますけれども、そのへんを今後かけられる経費との兼ね

合いを考えながら詳細を検討しているところです。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

〇委員（野村勝憲） 

  ２５８ページのウオーキング推進事業ですけれども、当初の予算８２３万円、実際つ

かわれたのは６６５万５，０００円で、１５７万５，０００円という不用額が出てるん

ですけども、不用額がこれだけ出たというのは何が一番大きいんでしょうか。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

不用額につきましては、お調べして後ほどご連絡させていただきます。 

〇委員（野村勝憲） 

今度流葉に新しいコースができるということで、クアオルトのコースは３つ目なんで

すけど、たしか３つになる。昨年度のクアオルトに参加された人数と市外の方、何名で

しょうか。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

昨年度のクアオルトの利用者数は全体で１３６名でございます。そのうち市外の方は

団体で３９名となっております。 
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〇委員（上ケ吹豊孝） 

  関連で同じ２１８ページの神岡のツーデーウオークの件なんですが、当初やっぱり４

００人近く参加者があったということなんですが、昨年私もボランティアで参加させて

いただいたんですが、ここ見ますと、１４５名と１５３名ということで、約３分の１ぐ

らいになっているんですが、この減少の要因は何かつかまれているんでしょうか。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

委員おっしゃられるとおり、昨年は２９８名ということで、平成３０年度におきまし

ては、４３６名の参加者がございました。昨年はということで、１００名足らず少ない

と約５０名ほど少ないということですが、要因といたしましては、やはり２日間開催さ

れますが、毎年同じコースということで、こちらへ毎年参加していただいている常連の

参加者におきましてはマンネリ化しているというところが要因だと思います。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

マンネリ化とあとやはり参加者の方は私のような高齢者が多くて意外と若い人の参加

者が少ないように思うんですが、なんかそういった対策というのは考えられているでし

ょうか。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

今委員おっしゃられるとおり、ツーデーウオークにつきましても年齢層が高齢者とい

うようなこともございます。本年度は今ノルディックウオーキングも参加者が増えてき

ました。そしてクアオルトにつきましても、参加者が増えております。本年度はそうい

ったことで、もし本来ならばツーデーウオークがことし開催をされるようであれば、こ

のノルディックウオーキングとあとクアオルトと一緒に巻き込んだかたちで行うように

計画をしておりましたが、今年度は残念ながら中止ということになっておりますので、

来年度以降、こういったことでウオーキング事業全体で盛り上げていきたいということ

を考えております。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

ぜひお願いです。それと今年度は終わりましたけど、来年度、結局今流葉は新しく指

定管理者が決まりまして、フルシーズンの誘客、集客が課題だと思います。ぜひこのい

ろんな行事、宿泊施設事業者とのタイアップで何かを検討されているのかをお聞きした

いのですが。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

今クアオルトで言いますと、議員おっしゃられるとおり、ことしの９月６日に３番目

のクアの道となります「アルプス展望神秘の森コース」が無事認定式を行いまして、記

念ウオーキングも行なっております。これで飛騨市では３つのクアの道ができることに

なります。それに伴いまして、ことしはクアオルトの利用者数が本当に多くなってきま

して、毎週土曜日に古川で今２カ所ウオーキングをしていただいておりますが、参加者

が平均１３名から１４名ということで常連の利用者の方とあと高山市からも参加者が多
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いということで参加者が増えているということで、今後十分期待をできるところでござ

います。ですから今の３カ所目になりますが、３カ所目にはそれぞれ温泉等おいしい食

べ物等ですね、提供していただけるようなそういう場所もございますので、ぜひこれか

らはクアオルトで森を歩いていただいて温泉でゆっくりと休んでいただいて、そこで美

味しいものを食べると。そういうツーリズムのほうをうちのほうでは計画をさせていた

だいて、今からそれぞれ温泉の事業者等にお願いをしていきたいということを考えてお

ります。 

△市長（都竹淳也） 

ちょっと補足を。先日流葉の「アルプス展望神秘の森コース」ができて、オープニン

グに行ってきたんですが、非常に全国的なクアオルトの中でも強度の高い、つまり高低

差と距離があって、少し体力のある方に歩きごたえのあるコースになっていまして、今

までの朝霧の森コースとか森林公園と合わせるとかなりバラエティーにとんできて、そ

れで今大姶良課長言いましたように、参加者も地元の方増えてきているんですが、先日

ちょっと話していましたが、このあとまた来年度の政策協議で議論しますけれども、ま

ず歩く人たちのクラブをやっぱりつくる必要があるんじゃないかと。クアオルト健康ウ

オーキングクラブみたいなですね。組織化すると連絡もとりやすいですし、案内もしや

すいということがありますので、そのあたりをひとつやっていこうじゃないかというこ

とと、それから県内に岐阜市が私どもちょっとお勧めしたんですけれど、柴橋市長のほ

うで申請されて今岐阜市でコースできていますし、このあと関市でもできますので、県

内のそのコースのあるところの交流をしようということで、歩く人のクラブができます

と今コロナですけれども皆でバスに乗ってですね、例えば冬雪が降るシーズンは金華山

のほうで歩くとか、逆に夏すごく暑くて熱中症になりそうなときはこっちに来ていただ

くとかですね、そういうこともできますし、それで組織重ねてくると次の展開がしやす

いのでいよいよガイドもでき、協会もでき、定着者も増えてきたのでいよいよ打って出

るところまでだいぶこれたかなという印象ですので、そんなことでこれから秋の政策協

議で来年度に向けて議論していきたいと思っております。 

〇委員（前川文博） 

  学校のほうのエアコンをとられてしまったのでほかで質問させていただきますが、説

明資料の２４３ページの小学校の英語教育です。令和元年度から前倒しで小学校３年生、

４年生の授業が始まってきましたが、率直な感想として、３年生、４年生の授業をして、

今この英語教育ですね、どんなふうに思われて、今後どう考えてみるのか。そのへんを

ちょっと聞かせていただきたいなと思います。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

まず今の事業の現状からお話しいたします。非常に子どもたちが英語をまず話そうと

いうチャレンジする姿がたくさん見られるようになったことと、やはり３年生、４年生

でございますので、歌やゲームなどで英語に親しむという授業が多くございますので、
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そんなかたちで英語をスムーズに吸収したり話したいなっていうのはそんな思いがある

ような授業がたくさん見られるということで、学校からも連絡を受けております。それ

から今後ですけれども、そこにつながる５年生、６年生の英語には書くとか読むという

のも少し入ってきます。そこでいわゆる聞く、話すから書くそして読むというところを

徐々にスキルアップしながら中学校につなげていくと。でもコミュニケーションスキル

を高めるというところが重要ですので、そんなかたちで今小学校英語教育は進めており

ます。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 

◆認定第１２号 令和元年度飛騨市給食費特別会計歳入歳出決算の認定について 

●委員長（高原邦子） 

  次に認定第１２号、令和元年度飛騨市給食費特別会計歳入歳出決算の認定についてを

議題といたします。説明を求めます。 

□教育委員会事務局長（谷尻孝之） 

それでは飛騨市給食特別会計の説明をさせていただきます。 

こちらのほうにつきましては、決算書事項別明細書でございます。 

３４７ページ、ＰＤＦですと１１７ページよろしくお願いします。 

まず全体像でございます。昨年度でございます。神岡の給食センターのほうでは全部

で９万８，０５０食、河合の調理場では１万３，０４７食、山之村では６，０６４食を

つくっております。 

そうしましたら歳入の説明をさせていただきます。 

各学校別の学校給食費及び学校給食主食費が主なものでございます。昨年度も収入未

済のほうはありませんでした。また神岡小学校及び神岡中学校の給食につきましては、

令和２年４月からそれぞれ値上げをさせていただいておるところでございます。下段の

分担金及び負担金につきましては、旭保育園の保育園給食費負担金をいただいておりま

す。 

次ページをお願いいたします。 

繰越金につきましては、前年度からの繰越金となります。 

また雑入にあります賄材料費返還金につきましては、河合・宮川給食センターにおき

まして牛乳のですね、二重払いが判明したため、該当する金額を返還してもらったもの

でございます。 

次ページ、３４９ページをお願いいたします。 
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歳出の主なものにつきましては、学校給食賄材料費と保育園給食賄材料費でございま

す。また償還金利子及び割引料になります過年度給食費返還金につきましては、歳入で

ご説明しました給食費の過払い分につきまして当時の児童の保護者に返還したものでご

ざいます。 

なお過払い分における歳入歳出に若干ですが誤差があるものにつきましては、端数整

理によるものでございますので、よろしくお願いいたします。 

以上、簡単でございますが、説明を終わります。 

●委員長（高原邦子） 

説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

  先ほどの続きなんですが、学校給食のことで調理師の人員確保が難しいと。それを会

計年度任用職員制度を導入したりとか待遇改善を行われたということで、この調理師の

方の人員確保が難しい要因は何があるんでしょうか。 

□教育総務課長（米澤智） 

原因といたしましては、待遇面で他の職業と比べまして賃金の単価が安いっていうと

ころが一番の理由ではないかと思っております。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

すいません、もう一度お願いします。 

●委員長（高原邦子） 

もう少しはっきりとお願いします。 

□教育総務課長（米澤智） 

賃金が低いということが一番の理由と考えております。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

賃金が低いということは、ほかの職種と差があるという理解でよろしいですか。 

□教育委員会事務局長（谷尻孝之） 

ここにつきましては、いわゆる調理員ということなんですけども、いわゆるほかの外

食産業ですね、そういったものに対するいわゆるその時間労働単価というものと比較し

たときに少し低いかなということを考えております。ただ労働のいわゆる条件も当然あ

りますので、そういったところを比較してどうなるかということはありますので、そう

いったその総体的にこういった労働するってことに対しての休みであるとか休暇である

とかそういったもののいい面もうたいながら募集に努めていきたいということを思って

おります。 

〇委員（上ケ吹豊孝）   

そうしますと、今その待遇改善が行われたというふうに書いてありますが、それは給

与面とかその時間面で何を対応されたんでしょうか。 
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□教育総務課長（米澤智） 

  倉坪係長お願いします。 

□教育総務課学校給食係長（倉坪正明） 

ただいまの質問ですが、待遇面の改善といたしましては、賃金の単価が大幅にアップ

しております。調理師免許がある方とない方には多少差がありますが、本当に低かった

当社と比べ約２００円アップしておるということで、働きやすい職場となっております。

以上です。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

わかりました。それでも将来的視点から見るとまだ調理師不足は依然深刻な問題とい

うふうにありますが、今はその賃金面の大幅アップということなんですが、それ以外に

この深刻な問題を解決する方法というのは考えられているんでしょうか。 

□教育総務課学校給食係長（倉坪正明） 

賃金以外の面で待遇としていたしましては、やはり地域の方で時間の余っている方を

雇用いたしまして、フルタイム勤務でなくて時間で例えば５時間勤務とかそういった子

育ての方にも働きやすい時間帯で勤務していただくよう探っております。実際、今、神

岡給食センターでもそういう方々もいらっしゃいますので、より多くの方を雇用しまし

て変わりやすい環境に努めております。以上です。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

〇委員（籠山恵美子） 

決算書の３４９ページ、先ほどの説明です。学校給食費、過年度の給食費の返還金っ

てこれは何人分ですか。 

□教育総務課長（米澤智） 

４年分となっております。 

●委員長（高原邦子） 

  何人分ですかという質問ですが。 

□教育総務課長（米澤智） 

何人分ですか、すいません。少々お待ちください。 

□教育総務課学校給食係長（倉坪正明） 

４年間で３４７件となっています。 

〇委員（籠山恵美子） 

どうしてこういう過払いのこういうことが発生してしまったんですか。 

□教育総務課長（米澤智） 

こちらの理由といたしましては、調理用の牛乳、飲む用の牛乳ではなくて調理につか

う牛乳の請求について起こったものです。通常、飲む牛乳とあわせて調理用の牛乳も岐

阜県の学校給食会を通じて請求されてそれに対して支払うのが常なんですが、この調理
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用の材料として購入した部分について直接牛乳の納入業者から請求がきておりまして、

それについて担当が変わったというタイミングもあったんですが、支払いを２カ所にし

てしまったということで二重払いが起きたものでございます。 

〇委員（籠山恵美子） 

二重払いが起きたので、この返還金ってどこに返したんですか。 

□教育委員会事務局長（谷尻孝之） 

今回こちらにつきましては、以前その学校に在学してみえたと当時の親御さん、保護

者の方に支払っております。 

〇委員（籠山恵美子） 

この防止策としては今後は大丈夫なんですね。 

□教育委員会事務局長（谷尻孝之） 

今回のことを生かしまして、しっかりとまずはコミュニケーションをとるということ。

例えばちょっとでもおかしいことがあったときにやはり場所が離れているものですから

会計処理する場所と。ですので、そういったコミュニケーションをしっかり図るという

ことがまず１つ。それからやはり一方で、各古川国府給食センターも入れますと３カ所、

４カ所あるんですけれども、そういった方の栄養士ですね、栄養士の横のつながりとい

うことで、今年度からそういった栄養士さんの会議を持たせていただいております。そ

ういった中でメニューのこと含めていろんなことを議論する場ということで、今回こと

しに入りまして既に２回ほど開いており、再発防止に努めたいと考えております。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

質疑なしと認め、質疑を終わります。最後に野村議員の質問に対して大姶良課長答弁

よろしくお願いします。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

先ほどの野村議員さんからのご質問でウオーキング推進事業におきます不用額の内訳

でございますが、大きくはカントリーウオークの遊歩道の整備委託料で６２万４，００

０円、そして消耗品が１０万円、クアオルトの昨年整備しましたクアの道に関する委託

料で２５万７，０００円、そして日本クアオルト協会の負担金で２５万円、あとクアオ

ルトの健康ウオーキングガイド協会の補助金の１３万８，０００円ということでござい

ます。それぞれ少しずつ予算残が出ているということでございます。 

 

◆休憩 

●委員長（高原邦子） 

  それでは暫時休憩といたします。再開を午後１時５５分とします。 
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  （ 休憩 午後１時４６分  再開 午後１時５５分 ） 

 

◆再開 

●委員長（高原邦子） 

  休憩を解き、会議を再開いたします。 

 

◆認定第１４号 令和元年度飛騨市国民健康保険病院事業会計決算の認定について 

●委員長（高原邦子） 

  続いて、認定第１４号、令和元年度飛騨市国民健康保険病院事業会計決算の認定につ

いてを議題といたします。説明を求めます。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

  本日は総括を私から、支出説明を豊坂係長、事業量の報告を大坂係長、研修医の関係

の報告を上葛マネージャーからというかたちで説明をさせていただきます。 

では予算書４３ページ、タブレット４５ページをお開きください。 

市民病院の総括ですが、常勤医が昨年度は全部で５名、３名の常勤医と自治医大の卒

業医師岐阜県派遣が１名と富山大の総合診療部派遣が１名という体制で４月から始めま

したが、年度末１０月から年度末までは自治医、県の派遣が１名増えて、６名体制が維

持できました。非常勤医師は、富山大学附属病院や西能病院の協力により、２８名の応

援を得て、１５診療科の体制が維持できました。これにより、遠距離通院ができない診

療圏にお住まいの住民の方に対して専門医から直接診断を受けられる機会が提供できま

した。 

また高山市からの要請を受けて１０月から半年間、自治医科大学の卒業医師１名を

久々野診療所へ派遣したことで圏域全体の地域医療を支え、自治体病院としての使命を

果たすこともできました。この派遣の実績もあって岐阜県からへき地医療拠点病院の指

定を受けることができました。 

また懸案となっていた宿日直の問題についてですが、９月１７日付で労働基準監督署

より許可がいただけました。これにより１０月以降の時間外勤務手当は大幅に削減され、

１０月以降は手当としての支給だけで済むようになりました。 

職員の研修においてですけれども、国立成育医療研究センターこころの診療部が実施

する「子どもの心の診療交換研修」に小児科部長の中林を１カ月間参加させ、発達障害

の診断と治療をはじめとした子どもの心の診療についての資質向上にも努めました。 

また看護師の教育としては、里山ナース院内認定制度というのを創設しまして、第１

段階の「ＳＵＰＥＲ」コースを開講、看護師３２名が受講して２８名に認定証を授与し

ました。 

収益についてですけれども、一般会計の繰入金が７，１５１万５，０００円増えたと
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いうこともありますが、事業収益は前年度比で５，０３３万６，０００円の増で１４億

５，９４２万５，０００円となりました。しかし医業収益のほうでは前年度比４，４７

０万１，０００円の減で１１億６，６１１万５，０００円と厳しい状況でありました。 

次のページのほうにいきますが、費用の状況についてですけれども、医業費用では前

年度比で２，５８４万円の減で１３億９，０１７万円と節減には努めたんですけれども、

医業収益の減をカバーすることができずに、結果として４９８万９，０００円の当年度

純損失となりましたが、前年度に比べると１０分の１ほどに圧縮できたというのが結果

です。 

老人保健施設たかはらについてですけれども、数年来の慢性的な職員不足ということ

から１０月から社会福祉法人神東会の指定管理として再出発をしました。これによって

介護スタッフをはじめとした非正規の職員が現給保障で指定管理者側にいって処遇改善

加算等がついたということで賃金面での大きな改善となりました。 

老人保健施設たかはらについては、減価償却費、企業債元金償還金、企業債利息は病

院事業会計で負担すると、正職員の医療職については指定管理者側での負担というかた

ちになっています。こうしたかたちの中で老人保健施設たかはらは昨年度１，９４７万

８７２円の純損失というかたちで決算しました。令和２年４月１日には介護医療院とし

て出発しております。 

私からは以上です。 

□病院管理室管理課管理調整係長（豊坂梨緒） 

  私からは支出の説明をさせていただきます。 

収益費用明細のほうを使いたいと思いますので、資料のほうでは３１ページ、ＰＤＦ

では３３ページをごらんください。 

まずは給与費手当についてですが、労働基準監督署の当直業務について認められたた

め、時間外手当のほうが２，０００万円ほど減額となっております。 

続きまして、資料の３３ページ、ＰＤＦで３５ページをごらんください。 

委託料についてですが、こちらは５５０万円の増額となっております。直営でやって

おりました電子カルテシステムのシステムエンジニアに対する委託と院内清掃委託のほ

うを委託というようなかたちにしましたので、その分５５０万円の増額となっておりま

す。 

続きまして、資料のほうで３５ページ、ＰＤＦで３７ページをごらんください。 

医療外費用の雑支出ですが、ことしも経営指導委託をトーマツのほうにしていただい

ております。ことしで６年目となっております。 

その下、特別損失ですが、２，５００万円ありますが、こちらのほうは研修医住宅の

建設に伴う資金負担軽減措置費として経営事業者のほうに支払いをしていますが、特別

利益として市から受け入れをしています。そちらのほうは資料でいうと２８ページ、Ｐ

ＤＦの３０ページとなっておりますのでご確認ください。 
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老人保健施設たかはらについてですが、給与費ですが、昨年の１０月から社会福祉法

人神東会のほうに指定管理のほうをお願いしておりまして、正職員についての給与につ

いては１年分を老人保健施設たかはらで支払って、その半年分を社会福祉法人神東会か

ら精算して戻していただくシステムとしております。 

続いて、キャッシュフローについて説明をさせていただきます。 

紙の資料のほうでは２６ページ、ＰＤＦでは２８ページをごらんください。 

この表の中の一番下、資金期末残高の病院のほうが６億７，８６２万６，１４９円、

老人保健施設たかはらで７億４，６０４万８，４６４円となっております。病院につい

ては市からの繰入金を未収金として受けた分と現年分で受けた部分があるため、２億円

ほどの増加となっております。運転資金としては直ちに困る状況ではなく、普通にまわ

していけるだけの力があると言えます。簡単ではございますが、説明を終わります。 

□病院管理室管理課医事係長（大坂学） 

  私のほうからは業務量のほうについてお話しさせていただきます。 

決算書の５５ページ、ＰＤＦの５７ページをごらんいただきたいと思います。 

入院に関してですけども、２万２，５３１人ということで、昨年度と比べますと、２，

８４１人の減になっております。ちょっと詳しくは不明ですけども、要因としまして、

骨折する方がおみえにならなかったとかですね、風邪の重症化される方がちょっとおみ

えにならなかったとか、そういうことじゃなかろうかと思っております。 

外来につきましては、非常に好調で１，４９３人と好調でございました。 

老人保健施設たかはらについてですけども、こちらの数は指定管理に入る前のものに

なりますので、約半年分になります。しかし、介護士不足で入所調整がちょっと行われ

ておりましたので、ちょっと例年と比べますと少ない数になってございます。 

それでは次のページをごらんいただきたいと思います。決算書ですと５６ページ、Ｐ

ＤＦですと５８ページになります。 

こちらのほうの下段になりますが、外来の患者様の内訳になります。こちらですけど

も内科のほうが２，０００人増えました。小児科のほうも５００人増えておりますので、

順調にこの２科は伸びております。こちらのほうですけれども、たまたま去年ですけど

も自治医大の内科の先生が２人おみえになりましたので順調に伸びた原因だと思ってお

ります。 

それでは決算書の５９ページとＰＤＦ６１ページをごらんいただきたいと思います。 

こちら下段のほうですけれども、手術件数になっております。 

昨年度は手術の件数が前年度と比べますと非常に減っております。こちらの要因です

けども内科の先生が多かったものですから、ちょっと外科の先生がいないということで

手術の件数が減ったためでございます。私の説明は以上になります。またこちらのほう

のものをまた見ておいていただければありがたいです。 
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□病院管理室管理課地域医療マネージャー（上葛健介） 

  資料はとくにありませんが、研修医の状況について説明させていただきます。 

臨床研修制度のもと飛騨市民病院は協力型臨床研修病院として初期臨床研修ですね、

大学を卒業して医師免許を取ってから２年間初期研修があるわけですが、研修医として

地域医療を学ぶ先生を多く受け入れており、令和元年度は富山大附属病院をはじめ、岐

阜・名古屋などの病院から３６名の先生がいらっしゃいました。延べ日数は８４４日で、

常勤換算しますと、２．３人が実務研修に従事したことになります。このことにより当

院においては救急車受け入れ時の外来診療が停滞するということを避けられ、それから

救急搬送へ同行していただいておりますので、そういったことで患者サービスが向上さ

れ、常勤医師の負担軽減につながっております。研修の先生方のおよそ１カ月の研修修

了時点でアンケートをとっていますが、皆さん一様に大いに学べたと高い評価を得てお

ります。これは黒木院長はじめ常勤医の熱心な指導の賜物であり、今後の医療人材確保

に大きく力になるものと思います。それから研修環境においてですけど、令和元年度に

整備が終わり、この４月から稼働しております研修医住宅の評判は非常によく、交流ル

ームを利用してそれぞれの病院から訪れた研修医同士お互いに刺激を受け合っているよ

うに見受けられます。私の説明は以上となります。 

●委員長（高原邦子） 

  以上で説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〇委員（上ケ吹豊孝） 

  今上葛さん言われたように東町の社宅ですかね、若い医師の。それで生活環境がいい

ということでぜひ神岡で働きたいという人はみえなかったんでしょうか。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

きょうも１人研修が終わりということで挨拶にみえて、毎回必ず「次もう一度会いま

しょう。この病院にぜひ就職してください」という声はかけております。まだなかなか

本気で戻っていきたいという方は少ないですが、ただ先ほども上葛のほうからも出まし

たアンケートとかでも、もう一度この病院で働いてもいいというふうに答えられる方と

かがかなりいますので、地道につなげることでそういったかたちにつなげていきたいと

思っております。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

〇委員（籠山恵美子）  

最後のほうの説明で外来は２，０００人ほど増えて好調ですという説明でした。一方

で手術件数が減っているということですね、外科関係だと約半分弱になっているんです

かね。それぞれの診療報酬の増減でいうと、この外来が増えたというのと手術が減った

というのではどんな感じになりますか。 
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□病院管理室長（佐藤直樹） 

外来についても診療科によって診療報酬は大きく違ってきます。ですから患者さんが

多い診療科でもそれがイコール診療報酬としてプラスになっているかというと実際そう

でない科も現実的にはあります。ですからこれは一概には言えないんですが、ただ当然

手術とかは点数も高いものになりますので、件数がいっぱいこなせればそれだけ診療報

酬がたくさん入ってくることにはなります。医院長も積極的にやる気持ちは持っており

ますが、どうしても１人ではできないことになりますので、どうしても必要な患者さん

の手術については、富山大学から非常勤で来ていただく中で昨年度もこなしております

し、今年度も同じ状況です。そういったかたちで患者さんにできるだけ負担が大きくな

らないように当院でできることはしていくというかたちで患者さんのことを一番に考え

たかたちで進めております。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにありませんか。 

〇委員（水上雅廣） 

さっき室長が説明された去年一般会計からの繰入金の未収っておっしゃいました、さ

っき。未収金の中に一般会計の繰り入れがあるって誰が説明されたんやったかな。それ

ってどういうふうなことなのか、もう１回説明してもらえます。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

本来繰入金というのは、病院事業がまわらなくなるからしていただくものというとこ

ろはあるんですが、幸い市民病院についてはこれまでは１年間それなりにまわる運転資

金があるにはありました。ただ運転資金はあるけれども、決算上では赤字は続いていた

ということではあります。そういった中で規定の繰入金を入れていただくんですが、決

算処理が年度をまたいだかたちで未収金として処理をして翌年度入れるようなかたちを

とっていました。会計上もその繰入金の趣旨からしてもこれはおかしいことだというこ

とで改めたのが昨年度ということで、昨年度については昨年度中に入るべきものをいれ

たと。ですから今後は、いわゆる正常なかたちということで処理をしていけるようにし

ていきたいと思っております。 

〇委員（水上雅廣） 

単純に大きい黒なんで、やったって喜んだ、そういうわけではない。もう１つ、時間

外勤務手当の関係で大幅に状況がよく改善されたっていうことを、もう１回金額さっき

聞きましたので、もう一度いくらくらいなのか教えていただけますか。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

未収金というのは翌年度には収入されますので、翌年度の決算上では上がってきてお

りましたが、その分が現年で処理されて結果的に２億円ほどが積み増されたかたちで数

字としてあらわれたということになります。やったというわけではなく、結果どっちで

入るかだけではあるんですけれども。あと時間外の関係ですけれども、従前、当直手当
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というのは医師については日額３万円というようなかたちで手当で払っておりました。

それが労働基準監督署の指導によって、患者さんが夜間に非常に多かったりすると日中

と変わらない業務をしているというふうになってしまうので、そうすると当直ではなく

て勤務だよということになると。そういう中で勤務として時間外勤務手当で払いなさい

という指導を２年ほど前に受けたんですけれども、そのあと実態として、当院の実態と

してはかなり寝当直、患者さんが１人も来ない日も結構あります。でも、数人が深夜帯

とか以外の時間帯に来る人がほとんどです。それは当然深夜帯に来る患者様もいますし、

そういった場合、当然診察をしておりますが、そういったものが日常的ではないんです。

その実態をしっかりと伝える中で、当直勤務というふうに認めていただいたということ

です。それによって結果的に時間外から当直の手当だけで済むようになっております。

もちろん労働基準法にのっとって、午後１０時から翌朝の５時までに患者さんが来たと

きは、時間外勤務手当もあわせて支給をしております。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにありませんか。 

〇委員（前川文博） 

報告書の６１ページですね、地域別の受診者数なんですが、これ６項目に分かれてい

て神岡・旧上宝・飛騨市・岐阜県・富山県・富山県以外と分かれているんですが、神岡・

旧上宝・飛騨市・岐阜県まではいいんですけど、これ富山県、１項目と結構人数が入院

で３３５人とか外来が３２８人でここだけ県外でも分けてあるんですが、これ例えば富

山から神岡へ通っている人が多いとか何かそういったこともあるんですか。それともた

だ単に上宝のほうで泊まっていて夜入る人で富山が多いとか。それの内訳というのは何

かありますか。 

□病院管理室管理課医事係長（大坂学） 

地域別の入院の富山県のことですけども、入院の富山県の方は富山県に住所おかれた

方が実際入院されていました。昔に神岡に住んでいらっしゃった方で、ちょっと子ども

のところにただ住所を移しただけという方になります。外来のほうの富山県ですけども、

こちらのほうも昔神岡に住んでいた方で富山県に住所を移してそちらのほうに住んでい

らっしゃるんですけども、黒木医院長とかのファンでして、こちらのほうに通っていた

だいている方がおみえになります。以上です。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにありませんか。 

〇委員（籠山恵美子） 

この病院の審査、質問がないようですからせっかくずっとご出席いただいた島田代表

監査委員にちょっと聞きたいんですが、新年度からお世話になるわけですけれど、この

特別委員会の審査ももうこれで終わりなもんですから一度感想を聞きたいなと思います

が、監査報告書などでもお読みになっていらっしゃると思いますけど、この決算の審査
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にあたって代表監査として何か感想なりご意見があればぜひお聞かせください。 

□代表監査委員（島田哲吉） 

監査委員としてこの決算委員会で発言するっていうのはどうかなと思うんです。監査

そのものの意見につきましては本会議でお話しさせていただきましたので、おおむね監

査の仕事っていうのは当然、令和元年度において予算を議会で市民の代表である皆様方

が承認された予算が法令にのっとってしっかりと行われているかということを監査する

ことが我々監査委員の仕事でございまして、そうさせていただいて先般意見を申し上げ

させていただいた状況でございます。今のご質問は、この決算委員会に出ての感想とい

うことでよろしいんでしょうかね。市民の代表である皆様方、議員の皆様方がですね、

それぞれ令和元年度の決算についていろいろ質疑なんかされまして中身を検討いただい

たということで、非常に私監査委員としてもそういう意見をしっかりと頭に叩き込んで

今後の監査にもしっかり生かしていきたいというところでございます。感想ということ

でございましたので述べさせていただきます。 

●委員長（高原邦子） 

ありがとうございました。 

 

◆休憩 

●委員長（高原邦子） 

それではこれで質疑なしと認め、暫時休憩といたします。再開を午後２時３０分とい

たします。 

 

（ 休憩 午後２時２１分  再開 午後２時３０分 ） 

 

◆再開 

●委員長（高原邦子） 

  休憩を解き、会議を再開いたします。 

これより決算特別委員会に付託されました案件について討論、採決を行います。 

最初に認定第１号、令和元年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の認定について討論を行

います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

討論なしと認めます。 

これで討論を終結し、採決いたします。 

本案は原案のとおり認定すべきものとして報告することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
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●委員長（高原邦子） 

  ご異議なしと認めます。よって認定第１号は原案のとおり認定すべきものとして報告

することに決定いたしました。 

続きまして、認定第２号、令和元年度飛騨市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定から認定第１２号、令和元年度飛騨市給食費特別会計歳入歳出決算の認定についてま

での１１案件について討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

討論なしと認め、討論を終結いたします。 

これより認定第２号から認定第１２号までの１１案件について一括して採決いたしま

す。 

認定第２号から認定第１２号までの１１案件は原案のとおり認定すべきものとして報

告することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

ご異議なしと認めます。よって、これら１１案件は原案のとおり認定すべきものとし

て報告することに決定いたしました。 

次に認定第１３号、令和元年度飛騨市水道会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認

定について及び認定第１４号、令和元年度飛騨市国民健康保険病院事業会計決算の認定

について２案件について一括して討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

討論なしと認めます。それでは討論を終結し、採決を行います。 

はじめに認定第１３号、令和元年度飛騨市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び

決算の認定については利益剰余金の処分についての原案のとおり可決し、決算について

も原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

  ご異議なしと認めます。よって認定第１３号は利益剰余金の処分について原案のとお

り可決すべきものとし、決算についても原案のとおり認定すべきものとして報告するこ

とに決定いたしました。 

次に認定第１４号は原案のとおり認定すべきものとして報告することにご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
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●委員長（高原邦子） 

ご異議なしと認めます。よって認定第１４号は原案のとおり認定すべきものとして報

告することに決定いたしました。 

以上で本委員会に付託されました案件の審査を終了いたしました。 

ここでお諮りいたします。 

決算特別委員会付託案件の審査は議員全員の構成による委員会で行われましたので、

本会議における委員長報告は会議規則第３９条第３項の規定により省略いたしたいと思

います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

  ご異議なしと認めます。よって委員長報告は省略することに決定いたしました。 

 

◆閉会 

●委員長（高原邦子） 

  以上をもちまして３日間にわたりました決算特別委員会を終了いたします。お疲れさ

までした。 

 

（ 閉会 午後３時３９分 ） 
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